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Microsoft、Windows、Windows Server、Internet Explorer、および Excelは、米国Microsoft Corporationの、米国および
その他の国における登録商標または商標です。
その他の社名、または商品名などは、各社の登録商標または商標です。
Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。
Xerox、Xeroxロゴ、Fuji Xeroxロゴ、 CentreWare、および DocuCentreは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。

本マニュアルは、富士ゼロックス株式会社が過去に販売した次の機種にも適合する Device Setup の説明を含みます。
適合機種名は、弊社公式サイトを参照してください。
https://www.fujifilm.com/fb/product/software/aw_manage_suite/

本マニュアルは富士ゼロックスブランドの商品を含みます。富士ゼロックスブランドの商品は、米国ゼロックス社からライセ
ンスを受けている商品です。
商品提供者は富士フイルムビジネスイノベーション株式会社です。
FUJIFILM、および FUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。
ApeosPort、ApeosWareおよび DocuWorks は、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社の登録商標または商標です。

①このマニュアルの編集、変更、または無断で転載はしないでください。
②このマニュアルに記載されている内容は、将来予告なしに変更されることがあります。
③このマニュアルに記載されている画面やイラストは一例です。ご使用の機種やソフトウェア、OS のバージョンに
よって異なることがあります。
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本書の表記
説明する内容によって、次の記号を使用しています。

次の表記を使用しています。

 Microsoft Windows Operating Systemを「Windows」と表記しています。
 パーソナルコンピューターを「PC」と表記しています。

必ず知っておいていただきたい情報、操作するときに必ず確認していただきたい情報を記載しています。

操作の参考になる情報を記載しています。

参照先を記載しています。

「   」 メッセージ、ファイル名、フォルダー名、入力値、入力例、および強調したい内容を表します。また、マ
ニュアル内で参照する箇所を表します。
例：「XXX」と表示されます。

［   ］ コンピューターの画面に表示される項目を表します。また、ウィンドウ、メニュー、ダイアログボックス、
タブ、ボタンを表します。
例：［OK］をクリックします。

｛   ｝ ドライブ名やユーザー名など、操作時に変わる値を表します。
例：対象機器の「｛機種名｝：｛シリアル番号｝（｛IPアドレスまたはホスト名｝）」が表示されます。

＞ メニューやWeb ページの階層を表します。
例：［スタート］＞［プログラム］の順に選択します。
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1Device Setupの概要

Device Setupとは
ここでは、Device Setupの特長と主な機能について説明します。
Device Setupは、ネットワーク上にある複数の機器の状況を把握し、状況に応じて設定を変更したり、使用
を制限したりできるソフトウェアです。Device Setup から提供される機器の管理機能を、サービスと呼びま
す。
Device Setupには、次のサービスがあります。

設定情報ファイル ジョブ履歴の収集

書き出し

グラフ化

集計データの分析

「ジョブフローを作成する」（P.13）

「機器の基本情報を設定する」（P.14）

「親展ボックスを作成する」（P.14）

「宛先表を作成する」（P.15）または「アドレス帳を
作成する」（P.16）

読み込み

設
定

読
み
込
み

管理者の PC

「宛先グループを作成する」（P.15）または「アドレ
スグループを作成する」（P.16）

「機器の利用を制限する・確認する」（P.12）

「インターネットファクスのコメントを作成する」
（P.16）

「電話番号別ボックスセレクターを作成する」（P.16）

Device Setupのサービス
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Device Setupの特長
Device Setupの特長は、次のとおりです。
 機器の一覧表示・機器の一括設定
 オフラインでの設定変更作業
 機器設置プランの作成
 利用制限、親展ボックス、宛先表 /アドレス帳、ジョブフローなどの一括作成

機器の一覧表示・機器の一括設定
機器が提供しているサービスの設定は、通常、機器の操作パネルで行います。
Device Setup は、PC 上で複数の機器を一覧して管理・設定するためのユーザーインターフェイスを提供し
ています。
複数の機器が持つ属性を一覧で確認したり、Device Setupのサービスごとの設定を複数の機器に一括で反映
したりできます。これによって、管理作業を軽減できます。
属性とは、機器が持つ情報です。具体的には、機器の設定情報（起動しているポートや管理者情報など）や
登録情報（ユーザー、親展ボックス、宛先表 /アドレス帳、ジョブフローなど）があります。

複数の機器を一度に選択・設定
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オフラインでの設定変更作業
Device Setup が機器と通信（オンライン）するのは、現在の設定情報を機器から取得するときと、Device
Setup で編集した情報を機器に設定するときだけです。Device Setup での作業中は、機器と通信しません。
ほかのユーザーが機器を操作中の場合でも Device Setup で作業ができます。これによって、機器やネット
ワークの負荷を軽減できます。

機器設置プランの作成
Device Setupでは、実際に機器が存在しなくても、ダミー（架空）の機器を想定して機器の設定情報を作成
し、ファイルに書き出せます。
これによって、職場の拠点移動や、配置の変更などで機器を移動した場合でも、一括で機器に情報を設定で
きます。

オフライン

Device Setup内で設定・保存

ダミーの機器を追加して、Device
Setup内で設定・保存
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各サービスの情報の一括作成
Device Setupでは、ユーザー情報やユーザーの利用制限、親展ボックス、宛先表 /アドレス帳、宛先グルー
プ / アドレスグループ、ボックスセレクター、コメント、およびジョブフローについて、一度に複数の情報
を編集し、1 台の機器に設定できます。
この設定は、Microsoft Excel形式の「Device Setup入力ツール」で行います。「Device Setup入力ツール」
で、一括作成ファイルを作成し、Device Setupで読み込みます。

一括作成の方法については、「利用制限を一括作成する」（P.113）、「親展ボックスを一括作成する」（P.47）、「ア
ドレス帳を一括作成する」（P.77）、「宛先を一括作成する」（P.59）、および「ジョブフローを一括作成する」（P.141）
を参照してください。

Device Setup

一括作成ファイル

管 理 者 の
PC

Device Setup入力ツール

Device Setupで読み込む

機器に設定

設定情報を入力後、データを書き出す
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Device Setupの機能
Device Setupの主な機能は、次のとおりです。
 機器の利用制限・使用状況の確認
 ジョブフローの作成
 機器の基本情報の設定
 親展ボックス・宛先表 /アドレス帳・宛先グループ /アドレスグループ・インターネットファクスのコメン
ト・電話番号別ボックスセレクターの作成

機器の種類によって、対応しているサービスが異なります。Readme.txtを参照してください。

機器の利用を制限する・確認する
Device Setupでは、機器の利用を制限・確認するサービスを提供します。

アクセス制限サービスについて
アクセス制限情報サービスは、機器の認証・集計についての設定をするサービスです。機器で、コピーした
ページ数をカラーと白黒別に確認したり、カラーコピーやカラープリントができるユーザーを限定したりで
きます。また、機器への通信を許可する送信元 IPアドレスを設定したり、機器への通信を許可、または拒否
するメールの送信元ドメインを設定したりできます。
さらに、「Device Setup 入力ツール」で、一度に複数のユーザー情報、およびユーザーの利用制限情報を作
成し、Device Setupに設定できます。

Device Setupで、利用制限情報を設定する

一括作成ファイル

設定

書き出し

・認証情報
・ユーザー情報
・受信可否情報

読み込み

Device Setup入力ツールに、利用制限情報を入力する

取得

設定
一括作成情報
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集計データ分析サービスについて
集計データ分析サービスは、機器のジョブ履歴を収集し、使用状況のグラフや一覧を作成するサービスです。

より詳細な機器データの管理・集計は、弊社製品の「ApeosWare Management Suite」で行えます。

ジョブフローを作成する
ジョブフローとは、スキャン、プリント、メール送信、ファクス送信、ファイル転送などの、機器の処理
（ジョブ）の流れを記述した情報です。
ジョブフローサービスは、ジョブフローの作成・編集・コピー・削除、ジョブフローの所有者の変更、ジョ
ブフローのファイル書き出し・読み込みをします。
また、「Device Setup入力ツール」で一度に複数のジョブフローの設定情報を作成し、Device Setupに設定
できます。

Device Setupで、機器の集計データを収集する

収集した集計データをグラフで表示

Device Setupで、ジョブフローサービスを
設定する

一括作成ファイル

設定

書き出し

読み込み

Device Setup入力ツールに、ジョブフロー設定情報を入力する

取得

設定

一括作成情報

ジョブフローの設定情報
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機器の基本情報を設定する
基本情報サービスは、製品情報、起動するポートの設定、節電モードへ移行する時間の設定、プロトコルの
設定、および時刻合わせをするサービスです。
基本情報サービスで設定する属性には、複数の機器を選択して、一度に同じ設定にできるものが多く含まれ
ています。この特長を利用すると、複数の機器を効率よく設定できます。

親展ボックスを作成する
親展ボックスとは、スキャン文書やファクス文書を保管するために、機器に備えられた蓄積領域です。
親展ボックスサービスは、親展ボックスを作成、設定変更、コピー、および削除して、機器に反映するサー
ビスです。
また、「Device Setup入力ツール」で、一度に複数の親展ボックスを作成し、Device Setupに設定できます。 

Device Setupの［基本情報］を展開し、リストビューで複数の機器を選択

複数の機器を一度に選択・設定

・製品情報
・起動するポートの設定
・節電モードへの移行時間
・プロトコル設定
・時刻合わせ

Device Setupで、親展ボックス情報を設定する

一括作成ファイル

設定

書き出し

・ボックス作成
・設定変更
・ボックスコピー
・ボックス削除

読み込み

Device Setup入力ツールに、親展ボックス情報を入力する

取得

設定
一括作成情報
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宛先表を作成する
宛先表サービスは、機器の宛先表を管理するサービスです。短縮 /登録番号とその宛先を Device Setupで設
定して、機器に反映できます。また、機器に設定されている宛先表を、Device Setupで読み込んで編集した
り、他の機器に設定したりできます。
また、「Device Setup入力ツール」で、一度に複数の宛先を作成し、Device Setupに設定できます。

宛先グループを作成する
機器の宛先グループを管理するサービスです。宛先グループには、最大 20件の短縮番号を登録できます。最
大 50件の宛先グループを作成できます。
また、機器に設定されている宛先グループを、Device Setupで読み込んで編集したり、他の機器に設定した
りできます。
また、「Device Setup入力ツール」で、一度に複数の宛先グループを作成し、Device Setupに設定できます。

Device Setupで、宛先表を作成する

一括作成ファイル

設定

書き出し

Device Setup入力ツールに、宛先情報を入力する

取得

設定

・ファクス番号
・メールの宛先
・サーバー名などの　
宛先情報

一括作成情報

読み込み
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アドレス帳を作成する
アドレス帳サービスは、機器のアドレス帳を管理するサービスです。Device Setupで設定した宛先名を機器
に反映できます。また、機器に設定されているアドレス帳を、Device Setupで読み込んで編集したり、他の
機器に設定したりできます。
また、「Device Setup入力ツール」で、一度に複数の宛先を作成し、Device Setupに設定できます。

アドレスグループを作成する
機器のアドレスグループを管理するサービスです。
作成できるアドレスグループの数は、ファクスグループ最大 250件、メールグループ最大 250件です。
アドレスグループに登録できるメンバーの数は、ファクスグループ最大 600件、メールグループ最大 100件
です。
また、機器に設定されているアドレスグループを、Device Setupで読み込んで編集したり、他の機器に設定
したりできます。
また、「Device Setup入力ツール」で、一度に複数のアドレスグループを作成し、Device Setupに設定でき
ます。

インターネットファクスのコメントを作成する
インターネットファクスの送信シートに使用するコメントを、最大 50件まで登録できます。
また、「Device Setup入力ツール」で、一度に複数のコメントを作成し、Device Setupに設定できます。

電話番号別ボックスセレクターを作成する
受信したファクスの文書を、相手の電話番号の種類と電話番号ごとに親展ボックスに振り分けるサービスで
す。
リモート IDは、相手局から通知された G3IDです。
また、「Device Setup入力ツール」で、一度の複数のボックスセレクターを作成し、Device Setupに設定で
きます。

Device Setupで、アドレス帳を作成する

一括作成ファイル

設定

書き出し
Device Setup入力ツールに、アドレス帳情報を入力する

取得

設定

・ファクス番号
・メールの宛先
・サーバー名などの　
宛先情報

一括作成情報

読み込み
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作業の流れ
ここでは、Device Setupの作業の流れについて説明します。

必要な環境を確認する（P.18）

インストール・起動
Device Setupをインストールする（P.21）

Device Setupを起動する（P.26）

以降の作業は、必要に応じて行ってください。

Device Setupに機器を登録する（P.32）

基本情報を設定する（P.39）

設定した内容を機器に反映する（P.100）

機器の登録
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2Device Setupをインストールする
前に

必要なシステム環境
Device Setupを使用するために必要動作環境の最新の情報については、弊社公式サイトをご覧ください。

ネットワーク環境
ここでは、Device Setupが機器に接続できるネットワーク環境について説明します。 
 イントラネット環境

シリアル、パラレル、USB などの PC と直接接続している環境、またファイアウォールを越えたインターネット
環境は、サポートしていません。

インターネット

Device Setupを
インストールした PC

イントラネット環境

ルーター

インターネット環境 :サポートしない

直接接続環境 :サポートしない

ファイアーウォール

Device Setupを
インストールした PC

Device Setupを
インストールした PC

Device Setupを
インストールした PC
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機器と接続するために必要な準備
ここでは、Device Setupが機器と接続するために、事前に必要な準備について説明します。

機器の情報を確認する
Device Setupを使用する前に、機器の情報を機械管理者に確認する必要があります。確認する情報は、次の
とおりです。 
 機種名 
 ソフトウェアバージョン 
 機械管理者 ID 
 機械管理者のパスワード

ソフトウェアバージョンは、機器の操作パネルで確認できます。［機械確認］ボタンを押して、［機械状態］画面
で［機械情報］を選択し、［ソフトウェアバージョン］を確認してください。または、機器の機能設定リストを出
力して確認することもできます。

機器の情報についての詳細は、機器のマニュアルを参照してください。

機器の設定を確認する
Device Setupを使用する前に、機器の設定を確認する必要があります。確認する内容は、次のとおりです。

機器と通信するために必要な設定
Device Setupが機器と接続するには、機器が次の状態になっている必要があります。次の状態になっていな
い場合は、機器で設定してください。 
 固定 IP アドレスが設定されていること
機器が DHCP、またはその他の手段で動的 IPアドレスを取得している場合は、DNSホスト名から現在の
IPアドレスを取得できるように、機器と DNSサーバーが設定されていること。 

［SNMP］ポートが、トランスポートプロトコル［UDP］で起動していること（［UDPエージェント］と表
示される機種があります） 

［SOAP］ポートが起動していること

IPアドレスが設定されているか、およびポートが起動されているかは、機器の「プリンター設定リスト｣、または
「機能設定リスト｣で確認できます。

IPアドレスの初期設定方法は、機器のマニュアルを参照してください。

メール /インターネットファクス /ファイル転送を実行するために必要な設定
機器でメール、インターネットファクス、またはファイル転送を実行するには、次の設定が必要です。これ
らの確認や設定は、Device Setupでもできます。Device Setupが機器と通信できることを確認して、Device
Setupに機器を登録したあとに行ってください。
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メール /インターネットファクス
Device Setupでは、機器からのメール送信、およびインターネットファクス送信を含むジョブフローを作成
できます。これらのジョブフローを機器で使用するには、機器が次の状態になっている必要があります。 
［本体メールアドレス］が設定されていること 
［メール送信］ポートが起動していること 
 メール送信プロトコル（SMTP）が設定されていること

･［メール送信］ポートとメール送信プロトコルは、一部の機種では Device Setup を使用して設定できません。
Device Setupで確認、および設定する方法は、「機器のメールアドレスを設定する」（P.39）、「機器のポートを
設定する」（P.40）、および「メールプロトコルの設定について」（P.42）を参照してください。
･ 機器の操作パネルで確認、および設定する方法は、機器のマニュアルを参照してください。

ファイル転送
Device Setup では、スキャン文書やファクス文書などを、SMB 転送を使用して PC の共有フォルダーへ保
存するジョブフローや、FTP転送を使用して FTPサーバーへ保存するジョブフローを作成できます。これら
のジョブフローを機器で使用するには、機器が次の状態になっている必要があります。

 SMB転送を使用する場合 
［SMB］ポートが起動していること

 FTP 転送を使用する場合 
［FTPクライアント］ポートが起動していること

･ Device Setupで確認、および設定する方法は、「機器のポートを設定する」（P.40）を参照してください。
･ 機器の操作パネルで確認、および設定する方法は、機器のマニュアルを参照してください。

機器との SOAP通信に SSLを使用する場合について
Device Setupと機器との SOAP通信に SSLを使用すると、通信内容が暗号化されます。SSLを使用する場
合は、機器に証明書が設定されていて、さらに Device Setupをインストールする PCで機器の証明書を信頼
できるようにする必要があります。
機器の証明書が信頼されているかを確認する方法は、次のとおりです。このとき、機器側で SSLを使用する
ための用意が完了していることを機器の管理者に確認してから、操作してください。

1.Device Setupをインストールする PCで Internet Explorerを起動し、次の URLを指定します。
「https://（機器の DNSホスト名、または IPアドレス）」

機器の証明書が、Windows の証明書ストア内で信頼されるようにするために、必ず Internet Explorer を使用し
てください。

［管理者の認証］ページが表示され、Internet Explorerのステータスバーに SSLで接続中を示すアイコン（鍵
のかかったアイコン）が表示された場合
1.機器の証明書が信頼されています。Internet Explorerを閉じます。

「ページを表示できません」のようなエラーページが表示された場合は、機器の証明書の取得や SSLを有効に
する設定など、SSLを使用するための用意が完了しているか、機器の管理者に確認してください。

「このサイトのセキュリティ証明書には問題があります」という［セキュリティの警告］ダイアログボックス
が表示された場合
1.機器の証明書が信頼されていません。［証明書の表示］をクリックし、表示された［証明書］ダイアログ
ボックスで［証明書のインストール］をクリックします。［証明書のインポートウィザード］が表示され
るので、画面の指示に従って機器の証明書をインストールします。
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3Device Setupをインストールする

Device Setupを新規にインストールする
ここでは、Device Setupを新規にインストールする手順について説明します。

･ Device Setup のインストールを開始する前に、すべてのアプリケーションを終了してください。インストール
を開始したら、インストールをキャンセル、または終了するまで、ほかのアプリケーションを使用しないでくだ
さい。
･ Device Setupをインストールする PCには、Administratorsグループのユーザーでログオンする必要があります。

1.「Launcher.exe」ファイルをダブルクリックします。
Microsoft Visual C++ 2019 Redistributable Package (x86)がインストールされていない場合は、インス
トール画面が表示されます。
インストール画面で［インストール］をクリックします。

PC の再起動を促すメッセージが表示されることがあります。この場合は、必ず再起動してから、Device Setup
を使用してください。

［Device Setup セットアップへようこそ］ダイアログボックスが表示されます。 

2.［次へ］をクリックします。
［使用許諾契約］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［使用許諾契約］ダイアログボックスの内容を確認し、［使用許諾契約の条項に同意します］を選択します。

使用許諾契約書は、必ずお読みください。使用許諾契約に同意された場合にだけ、Device Setupを使用できます。 

4.［次へ］をクリックします。
［ユーザー情報］ダイアログボックスが表示されます。 
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5.［ユーザー名］、［所属］をそれぞれ入力します。
入力したら、［次へ］をクリックします。

［インストール先の選択］ダイアログボックスが表示されます。 

6.Device Setupのインストール先のフォルダーを確認し、［次へ］をクリックします。

［インストール内容の確認］ダイアログボックスが表示されます。

･ インストール先のドライブ、またはフォルダーを変更する場合は、［変更］をクリックして、インストール先を
入力してください。インストール先に指定できる文字数は 100バイトまでです。
･ インストール先のドライブとして指定できるのは、100 MB以上の空き容量がある、ローカルの固定ディスクで
す。インストール先ドライブの空き容量を確認したい場合は、［ドライブ］を選択してください。 
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7.インストールするコンポーネント、およびインストール場所などを確認して、［インストール］をクリック
します。

インストールが開始されます。インストールが終了すると、［セットアップ完了］ダイアログボックスが表
示されます。

PCの再起動を促すメッセージが表示されることがあります。この場合は、必ず再起動してから、Device Setupを
使用してください。 

8.［完了］をクリックします。

ダイアログボックスが閉じます。



24

Device Setupを修正インストールする
ここでは、Device Setupを修正インストールする方法について説明します。
すでに設定されている情報を変更することなく、Device Setupをインストールし直すことができます。
Device Setupの関連ファイルが壊れて、Device Setupが正常に動作しないときなどに使用します。

･ Device Setup の修正インストールを開始する前に、すべてのアプリケーションを終了してください。修正イン
ストールを開始したら、修正インストールをキャンセルするか終了するまで、ほかのアプリケーションを使用し
ないでください。
･ Device Setupを修正インストールをする PCには、Administratorsグループのユーザーでログオンする必要が
あります。

1.「Launcher.exe」ファイルをダブルクリックします。
［Device Setup 再設定セットアップへようこそ］ダイアログボックスが表示されます。 

2.［次へ］をクリックします。
［Device Setup再設定の選択］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［修正］が選択されていることを確認して、［次へ］をクリックします。

プログラムの再インストールが開始されます。インストールが終了すると、［再設定完了］ダイアログボッ
クスが表示されます。

PCの再起動を促すメッセージが表示されることがあります。この場合は、必ず再起動してから、Device Setupを
使用してください。 

4.［完了］をクリックします。
ダイアログボックスが閉じます。
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Device Setupをアンインストールする 
ここでは、Device Setupをアンインストール（削除）する方法について説明します。
使用中の Device Setupの設定を再利用する場合は、アンインストールする前に、Device Setupの設定情報
をファイルに書き出しておく必要があります。

･ Device Setup のアンインストールを開始する前に、すべてのアプリケーションを終了してください。アンイン
ストールを開始したら、アンインストールをキャンセルするか終了するまで、ほかのアプリケーションを使用し
ないでください。
･ Device Setupをアンインストールする PCには、Administratorsグループのユーザーでログオンする必要があ
ります。

Device Setup の設定情報をファイルを書き出す方法については、「設定情報をファイルに書き出す」（P.102）を
参照してください。

1.Windows の［スタート］メニューから、［Windows システムツール］＞［コントロールパネル］の順に選
択します。
［コントロールパネル］ウィンドウが表示されます。 

2.［プログラム］の［プログラムのアンインストール］をクリックします。
［プログラムと機能］ウィンドウが表示されます。

3.ソフトウェアの一覧で、「FUJIFILM デバイス設定ツール ｛バージョン｝」を選択します。

4.［アンインストール］をクリックします。
［プログラムと機能］ダイアログボックスが表示されます。

5.［はい］をクリックします。
プログラムのアンインストールが開始されます。
アンインストールの進行状況を示すメッセージが閉じます。
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4Device Setupを起動する

Device Setupを起動する
ここでは、次の項目について説明します。 
 Device Setupの起動方法 
 電子マニュアルの参照方法

Device Setupを起動する
Device Setupを起動する方法は、次のとおりです。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定ツール］の順に選択します。
［Device Setupパスワードの入力］ダイアログボックスが表示されます。 

2.パスワードを入力し、［OK］をクリックします。
［Device Setup］ウィンドウが表示されます。

デフォルトのパスワードは、「x-admin ｣です。セキュリティー機能向上のため、必ず Device Setupのパスワード
を変更してください。［編集］メニューの［Device Setup パスワードの変更］を選択して表示される、［Device
Setupパスワードの変更］ダイアログボックスで変更できます。

 Device Setupをアップグレードしてから初めて起動する場合 
 Device Setupをアップグレードしたあとに、新しく追加された属性についてのメッセージが表示されるこ
とがあります。これらの属性は、デフォルトの値が設定されています。Device Setupをアップグレードし
てから初めて起動したときは、「機器から属性値を取得」を実行してください。

操作方法については、「機器から属性値を取得する」（P.38）を参照してください。 
 以前登録した機器に対して、ControllerROMのバージョン（ソフトウェアバージョン）を指定する必要が
あ る た め に、［機 種 の 特 定］ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス が 表 示 さ れ る こ と が あ り ま す。
［機種の特定］ダイアログボックスが表示された場合は、機器の ControllerROMのバージョンを調べてか
ら、指定してください。

ControllerROM のバージョンを確認する方法については、「機器の情報を確認する」（P.19）を参照してくだ
さい。
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電子マニュアルを参照する
デバイス設定ツールがインストールされた PC で、Windows の［スタート］メニュー、［プログラム］、
［FUJIFILM］、［デバイス設定ツール］、［ユーザーズガイド］の順に選択してください。ユーザーズガイドの
URLのショートカットが表示されます。
デバイス設定ツールがインストールされていない PCの場合は、デバイス設定ツールの DVD-ROM をドライ
ブにセットして、「manual」フォルダー中の「DeviceSetup User Guide」をダブルクリックしてください。
ホームページからアップデートモジュールをダウンロードした場合は、解凍先のフォルダーに「manual」
フォルダーがあります。

Device Setupの構成
ここでは、Device Setupのウィンドウ構成について説明します。
Device Setupメインウィンドウは、2つのフレームから構成されています。左側をツリービュー、右側をリ
ストビューと呼びます。

ツリービュー
Device Setupのサービス、サービスが管理する機器、およびその属性を、ツリー形式で表示します。それぞ
れを右クリックすると、コンテキストメニューが表示されます。コンテキストメニューの内容は、サービス
に応じて異なります。ツリービューの内容は、次のとおりです。

サービス
サービスとは、Device Setupから提供される、機器の管理機能を持つプラグインモジュールです。サービス
は、機能の種類ごとに分類されています。 

各サービスの概要は、「Device Setupの機能」（P.12）を参照してください。 

サービス

機器

属性

サービス
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機器 
サービスの［+］をクリックすると、サービスに登録されている機器が表示されます。 Device Setup のイン
ストール直後は、どのサービスにも機器は登録されていないので、まず機器を登録する必要があります。 
ツリービューでは、機器は 1つだけ選択できます。 

サービスに機器を登録する方法については、「Device Setupに機器を登録する」（P.32）を参照してください。

属性値
機器の［+］をクリックすると、機器の属性値が表示されます。
属性値とは、機器が持つ情報のことです。具体的には、機器の設定情報（起動しているポートや管理者情報
など）や登録情報（ユーザー、親展ボックス、ジョブフローなど）が属性値にあたります。
ツリービューでは、属性値は 1つだけ選択できます。

リストビュー
Device Setupでは、リストビューにサービスが管理している機器、機器の状態、属性の種類、およびその値
を、リスト形式で表示します。
リストビューでは、複数の機器や属性を選択できます。複数の機器に対して一度に同じ設定をしたい場合に
便利です。
複数の機器や属性を選択するには、<Shift>キー、または <Ctrl>キーを押しながら、機器や属性をクリック
します。
すべての機器や属性を選択するには、［編集］メニューの［すべて選択］を選択します。
ツリービューは、次のように表示されます。

ツリービューでサービスを選択した場合
サービスが管理している機器とその状態が、リスト形式で表示されます。

機種名機器の状態 機器の属性値
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ツリービューで機器を選択した場合
機器の属性とその状態が、リスト形式で表示されます。

属性の種類属性の状態 属性値
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5Device Setupに機器を登録する

作業の流れ（機器を登録するまで）
ここでは、Device Setupに機器を登録するときの、作業の流れを説明します。
Device Setupを使うには、まず Device Setupに機器を登録する必要があります。機器がすでに設置されて
いる場合と、機器が未設置の場合とで、作業の流れが異なります。

機器がすでに設置されている場合
機器がすでに設置されている場合の作業は、次のとおりです。
Device Setupに機器を登録する前に、機器に IPアドレスや適切なポートが設定されている必要がありま
す。

あらかじめ機器側で必要な準備については、「機器と通信するために必要な設定」（P.19）を参照してください。

機器の管理者名とパスワードが工場出荷時の設定
のままの場合

機器の管理者名とパスワードが工場出荷時の設定
から変更されている場合

ここから先は、必要に応じて親展ボックス、宛先表 /アドレス帳、アクセス制限、ジョブフローなどを設定して
ください。

機器を検索して Device Setup に登録する（P.32）

機器から属性値を取得する（P.38）

基本情報を編集して機器に反映する（P.100）

機器との通信方法を設定する（P.37）
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機器が未設置の場合
機器の納入前など、機器が未設置の場合の作業は、次のとおりです。
機器が実際に存在しなくても、Device Setupにダミー（架空）の機器を登録して、プランに基づいて機器
の情報を編集できます。機器が設置されてから、Device Setup上の編集内容を機器に反映できます。

ダミーの機器を登録するときに IP アドレスを設
定していなかった場合は、［編集］メニューの［機
器の識別情報の変更］で、機器に設定した IP ア
ドレスと同一の値をDevice Setupに設定します。

ここから先は、必要に応じて親展ボックス、宛先表 /アドレス帳、アクセス制限、ジョブフローなどを設定して
ください。

ダミーの機器を Device Setupに登録する（P.35）

機器を設置して、機器上で IP アドレスや適切なポートを設定する（P.19）

基本情報やその他のサービスを編集する（P.39）

基本情報やその他の編集内容を機器に反映する（P.100）
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Device Setupに機器を登録する
ここでは、次の項目について説明します。 
 機器を登録する方法 
 機器との通信を設定する方法 
 機器から属性値を取得する方法

機器を登録する
Device Setupに機器を登録する方法は、次のとおりです。 
 ネットワーク内の機器を検索して登録する 
 機器を指定して登録する /ダミー（架空）の機器を登録する

ネットワーク内の機器を検索して登録する
ネットワーク内の機器を検索して、Device Setupに登録します。

検索して登録できるのは、次の条件を満たす機器です。
･ IPv4の固定 IPアドレスが設定されていること DHCP、またはその他の手段によって動的 IPアドレスを取得す
る機器は、DNSホスト名を指定して登録してください。IPv6の固定 IPアドレスが設定され、IPv4の固定 IP
アドレスが設定されていない機器は、IPv6の固定アドレス、または DNSホスト名を指定して登録してくださ
い。
･ SNMP v1/v2のコミュニティー名、または SNMP v3のパスワードが工場出荷時の値であることコミュニ
ティー名、またはパスワードを工場出荷時の値から変更している機器は、固定 IPアドレス、または DNSホス
ト名を指定して登録してください。
･ Device Setupは、TCP/IPで機器に接続できます。
･ Device Setupに登録する機器の台数は、10台までを推奨します。登録できる台数の上限はありませんが、お
使いの環境によっては、多くの機器を Device Setupに登録すると、メモリー不足で PCの動作が不安定になる
ことがあります。

1.ツリービューを展開し、サービスを選択します。 

2.［編集］メニューの［機器を検索して追加］を選択します。
［機器の追加－検索条件の設定］ダイアログボックスが表示されます。 

Device Setupをインストールした PCと同じサブネットにある機器を検索する場合は、手順 6に進みます。

3.別のサブネットにある機器を検索する場合は、［検索条件］をクリックします。

［検索条件の設定］ダイアログボックスが表示されます。 
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4.［追加するサブネットアドレス］に、機器が所属するサブネットのブロードキャストアドレスを入力して、
［追加］をクリックします。

［検索するサブネットアドレス］にアドレスが追加されます。

機器が所属するネットワークのブロードキャストアドレスがわからない場合は、お使いの環境のネットワーク管
理者にお問い合わせください。

5.検索条件の設定が完了したら、［OK］をクリックします。

［機器の追加－検索条件の設定］ダイアログボックスに戻ります。 

6.［検索］をクリックします。

機器の検索が始まります。検索が終わると、［機器の追加］ダイアログボックスに、検索された機器が表示
されます。 
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7.登録する機器を確認して、［OK］をクリックします。

［機器の追加－属性値の取得］ダイアログボックスが表示されます。 

8.内容を確認して、［はい］をクリックします。
属性値の取得が始まります。属性値の取得が終了すると、「機器を追加しました。」というメッセージが表示
されます。

9.［OK］をクリックします。
サービスの下に機器が登録されます。

「機器から最新の属性値を取得できませんでした。」のメッセージが表示された場合は、機器の電源やネットワー
クの設定を確認してください。また、機械管理者 IDやパスワードを、工場出荷時の値から変更している場合は、
機器の属性を取得できません。機器との通信方法を設定し、属性値を再度、取得する必要があります。「機器と
の通信方法を設定する」（P.37）、および「機器から属性値を取得する」（P.38）を参照してください。
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機器を指定して登録する /ダミー（架空）の機器を登録する
すでにネットワークに接続されている機器を指定して Device Setupに登録できます。また、実際に機器が
存在しなくても、ダミーの機器を Device Setupに登録できます。ダミーの機器を Device Setupに登録して
おくと、機器の納入が予定されている場合に、Device Setupでサービスの設定が事前に行えます。

1.ツリービューを展開し、サービスを選択します。 

2.［編集］メニューの［機器の追加］を選択します。
［機器の追加］ダイアログボックスが表示されます。

3.機種の識別情報として、機種名と IPアドレスを設定します。
ControllerROMに複数のバージョンがある機種を選択した場合、［ソフトウェアバージョン］の項目が有効
になります。この場合は、［ソフトウェアバージョン］から機器の ControllerROMバージョンを選択しま
す。

ネットワークに接続されている機器を登録する場合
実際の機種名と、IPアドレス、またはホスト名を指定します。IPアドレスは、IPv4形式、または IPv6形式
で指定できます。［指定した機器から最新の属性値を取得する］にチェックマークを付けて［OK］をクリッ
クすると、機器の現在の設定が、Device Setupに取り込まれます。
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ダミーの機器を登録する場合
設置が予定されている機器の機種名と、その機器に割り当てる予定の IPアドレス、またはホスト名を指定
します。

･［指定した機器から最新の属性値を取得する］のチェックマークは、外したままにします。チェックマークを付
けて［OK］をクリックすると、存在しない機器と通信しようとして、エラーになります。
･ DHCP、またはその他の手段によって動的 IPアドレスを取得している機器を登録する場合は、［ホスト名］に 

DNSホスト名、またはコンピューター名を指定してください。
･ 機種名、ソフトウェアバージョン、IPアドレス、および DNSホスト名は、機器を登録したあとでも変更でき
ます。変更する場合は、［編集］メニューの［機器の識別情報の変更］を選択すると表示される、［機器の識別
情報の変更］ダイアログボックスで設定します。 

4.［OK］をクリックします。
サービスの下に、機器が登録されます。

すでにネットワークで接続されている機器の場合で、「機器から最新の属性値を取得できませんでした。」のメッ
セージが表示された場合は、機器の電源やネットワークの設定を確認してください。また、機械管理者 IDやパ
スワード、SNMPの設定などを工場出荷時の値から変更している場合は、機器の属性を取得できません。機器と
の通信方法を設定し、属性値を再度、取得する必要があります。「機器との通信方法を設定する」（P.37）、およ
び「機器から属性値を取得する」（P.38）を参照してください。
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機器との通信方法を設定する
Device Setupは、機器と通信するときに、機械管理者 IDとパスワードを使用します。既定では、機器の工
場出荷時に設定されている機械管理者 ID、およびパスワードと同じ値が Device Setupに設定されていま
す。機器側で機械管理者 IDやパスワードを変更した場合は、Device Setupに登録されている機械管理者 
ID、およびパスワードも変更してください。また、機器側で SNMPの設定を工場出荷時の値から変更して
いる場合も、Device Setupに登録されている値を変更してください。
機器との通信方法を設定する方法は、次のとおりです。

1.ツリービューを展開し、サービスの下の機器を選択します。 

2.［編集］メニューから、［機器との通信設定］を選択します。
［機器との通信設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［機械管理者 ID］、［パスワード］、および［パスワードの確認］に、機器に設定されている機械管理者 IDと
パスワードを入力します。
また、［SNMP］や［ポート番号］も同様に入力します。 

4.［OK］をクリックします。
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機器から属性値を取得する
機械管理者 IDとパスワード、SNMPなどを Device Setupに設定して、機器との通信が可能になったら、
機器から最新の属性値を Device Setupに取り込みます。
属性値とは、機器が持つ情報のことです。具体的には、機器の設定情報（起動しているポートや管理者情報
など）や登録情報（ユーザー、親展ボックス、ジョブフローなど）が属性値にあたります。
機器から属性値を取得する方法は、次のとおりです。

Device Setupで機器から属性値を取得できない場合は、「機器から属性値を取得・設定できない」（P.157）を参
照してください。

1.ツリービューを展開し、サービスの下の機器を選択します。

2.［編集］メニューの［機器から属性値を取得］を選択します。
属性値の取得を確認するダイアログボックスが表示されます。 

3.選択したサービスの属性値だけを取得する場合は、［はい］をクリックします。
選択していないサービスの属性値も同時に取得する場合は、［機器から（サービス名）以外のすべての属性
値も取得する］にチェックマークを付けます。

属性値の取り込みが始まります。 

4.属性値の取り込みが終了したら、［OK］をクリックします。
機器から最新の属性値が Device Setupに取り込まれ、機器の状態が「新規」から「設定 /取得済」に変わ
ります。
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基本情報を設定する
ここでは、次の項目について説明します。 
 基本情報サービスについて 
 機器の情報を設定する方法

基本情報サービスについて
基本情報サービスは、次の設定を Device Setupから機器に反映するためのサービスです。
基本情報サービスとして設定できる属性は、次のとおりです。 
 機器の製品情報 
 起動するポート 
 節電モードへの移行時間 
 プロトコルの基本設定 
 機器の現在時刻 
 機械管理者情報 
 秘密情報の暗号化キー
基本情報サービスで設定する属性には、複数の機器を選択して、一度に同じ設定にできるものが多くありま
す。この特長を利用すると、複数の機器に対して効率よく設定できます。

機器の情報を設定する
ここでは例として、機器に設定するメールアドレス、起動するポート、およびプロトコルを Device Setup
に設定します。設定方法は、次のとおりです。

機器のメールアドレスを設定する
機器でメールやインターネットファクスなどを実行するには、機器に本体メールアドレスを設定する必要が
あります。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［基本情報］の順に展開し、設定する機器を選択します。

2.［サービス］メニューの［製品情報の設定］を選択します。
［製品情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。 
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3.［本体メールアドレス］を設定します。必要に応じて、その他の項目も設定します。 

4.［OK］をクリックします。

Device Setupに、設定した内容が反映されます。

この時点では、本体メールアドレスは機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設
定方法については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

機器のポートを設定する
機器のポートを、Device Setupから起動、または停止できます。

機器でメール、インターネットファクス、およびファイル転送を実行する設定を Device Setupで行うために、
機器で起動が必要なポートについては、「メール /インターネットファクス /ファイル転送を実行するために必要
な設定」（P.19）を参照してください。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［基本情報］の順に展開し、設定する機器を選択します。

基本情報サービスに登録されているすべての機器を選択する場合は、ツリービューで［基本情報］を展開し、
［編集］メニューの［すべて選択］を選択します。リストビューで <Shift>キー、または <Ctrl>キーを押しなが
ら複数の機器をクリックして選択することもできます。ほかのサービスでも、操作方法は同じです。 
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2.［サービス］メニューの［ポート起動の設定］を選択します。
［ポート起動の設定］ダイアログボックスが表示されます。 

3.起動するポートにチェックマークを付けます。

･［メール送信］ポートを設定できる機種については、Readme.txtを参照してください。
･ 各ポートの詳しい内容については、ヘルプを参照してください。 

4.［OK］をクリックします。

Device Setupに、設定した内容が反映されます。

この時点では、起動するポートは機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方
法については「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

機器のプロトコルを設定する
機器でメールやインターネットファクスを使用するには、機器にメール送信プロトコル（SMTP）が設定さ
れている必要があります。
Device Setupを使用して、機器にメールプロトコル（SMTPと POP）および TCP/IP（ネットワークイン
ターフェイスの設定）を設定できます。

プロトコル設定（メール）は、一部の機種では Device Setupを使用して設定できません。機種については、
Readme.txt を参照してください。
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メールプロトコルの設定について
メールプロトコルの設定方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［基本情報］の順に展開し、設定する機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［プロトコル設定（メール）］を選択します。
［プロトコル設定（メール）］ダイアログボックスが表示されます。 

3.各項目を設定します。

SMTPサーバー名、および POPサーバー名が DNSホスト名である場合は、接続できないことがあります。その
場合は、IPアドレスを設定してください。

･ 各項目の詳しい内容については、ヘルプを参照してください。
･ パスワードの編集については、「パスワードの編集」（P.153）を参照してください。
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4.［OK］をクリックします。

Device Setupに、設定した内容が反映されます。

この時点では、プロトコル設定（メール）は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してくださ
い。設定方法については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

TCP/IPの設定について
TCP/IPの設定では、機器の IPアドレスや、機器が参照する DNSサーバーアドレスなどを設定、または変
更できます。
設定を確認、および変更する方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［基本情報］の順に展開し、設定する機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［プロトコル設定（TCP/IP）］を選択します。
［プロトコル設定（TCP/IP）］ダイアログボックスが表示されます。

3.各項目の設定を確認します。変更する必要がある場合は、変更内容を入力します。
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4.［OK］をクリックします。

Device Setupに、設定した内容が反映されます。

この時点では、プロトコル設定（TCP/IP）は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してくださ
い。設定方法については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

親展ボックスを設定する
ここでは、次の項目について説明します。 
 親展ボックスサービスについて 
 親展ボックスを設定する方法 
 複数の親展ボックスを一括作成する方法 
 親展ボックスを使用する方法

親展ボックスサービスについて
親展ボックスとは、機器に入力・送信されるデータを保存し、必要に応じて取り出すための領域です。

Device Setupの親展ボックスサービスを使用すると、機器に対して親展ボックスに関する操作を行えます。
内容は、次のとおりです。 
 親展ボックスの作成 
 親展ボックスの設定変更 
 親展ボックスのコピー 
 親展ボックスの削除 
 親展ボックスの一括作成

スキャンした原稿

ファクス

インターネットファクス

IPファクス（SIP）

電子メール
親展ボックス
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機器に親展ボックスを設定する
Device Setup上で親展ボックスを追加する操作は、次のとおりです。 
 親展ボックスを新規に作成する 
 親展ボックスをコピーする

親展ボックスを新規に作成する
新しい親展ボックスを追加する方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［親展ボックス］の順に展開して、機器
を選択します。 

2.［サービス］メニューの［親展ボックスの作成］を選択します。
［親展ボックスの作成］ダイアログボックスが表示されます。 

3.各項目を設定します。
パスワードは、［パスワード編集］をクリックしてから入力します。

･ 親展ボックスにジョブフローを関連付けない場合は、［関連付けられたジョブフロー］から［なし］を選択しま
す。親展ボックスとジョブフローの関連付けについては、「親展ボックスから始まるジョブフローを作成する」
（P.134）を参照してください。
･ パスワードの編集については、「パスワードの編集」（P.153）を参照してください。 
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4.［OK］をクリックします。

新しい親展ボックスが作成されます。

5.同様の操作で、必要なだけ親展ボックスを追加します。

この時点では、親展ボックスは機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方法
については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

親展ボックスをコピーする
前項の操作で作成した親展ボックスを、別の機器にコピーできます。親展ボックスをコピーする方法は、次
のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［親展ボックス］＞コピー元の機器の順
に展開して、［親展ボックス一覧］を選択します。

個々の親展ボックスをコピーする場合は、ツリービューまたはリストビューで、親展ボックスを選択します。 

2.［サービス］メニューの［親展ボックスのコピー］を選択します。 
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3.ツリービューで、コピー先の機器を展開して、［親展ボックス一覧］を選択します。

4.［サービス］メニューの［親展ボックスの貼り付け］を選択します。

親展ボックスが貼り付けられます。

･ この時点では、親展ボックスは機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方
法については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。
･ 同じ番号の親展ボックスがコピー先にあった場合は、［親展ボックスの作成－貼り付けの確認］ダイアログボッ
クスが表示されます。
［既存の親展ボックス番号に上書きする］を選択すると、Device Setup内に登録されている同じ番号の設定内
容が、上書きされます。（この時点では、機器には反映されません。）別の番号で登録したい場合は、［別の親展
ボックス番号で登録する］を選択して、新しい番号を入力してください。

親展ボックスを一括作成する
「Device Setup入力ツール」と Device Setupを使用して、複数の親展ボックスを一括で作成できます。複
数の親展ボックスを、1台の機器に登録したいときに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excel のブック形式のファイルです。
複数の親展ボックスの情報を Device Setupの Excelシートに入力し、書き出したデータを Device Setupで
取り込んで、親展ボックスを一括作成します。

Device Setup入力ツールは、Microsoft Excelを使用して、一度に多くの設定情報を作成できます。設定情報を
入力したデバイス設定入力ツールを保存する場合は、保存したファイルから個人情報が流出しないように保護し
てください。例としては、次のような方法があります。
･ パスワードを設定した ZIPファイルにする
･ アクセスできるユーザーを限定したフォルダーに格納する
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Device Setup入力ツールで一括作成ファイルを作成する
Device Setup入力ツールを使用して、親展ボックスの一括作成ファイルを作成します。作成方法は、次の
とおりです。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setupで変更した親展ボックスの情報は、デバイス設定入力ツールには反映されません。した
がって、Excelのシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、「mb3」（Device Setup独自のフォーマット）です。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。 

2.「Device Setup入力ツール － 親展ボックス用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュ
リティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表
示されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。 

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。
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3.表示された Excelシートに、作成する親展ボックスの情報を入力します。1行に 1つの親展ボックスの情
報を設定します。親展ボックス情報は、最大で 500件まで入力できます。
入力が終了したら、最後に入力した行で［データ処理］列のセルの［▼］をクリックし、［データ終了］を
選択します。

［データチェック］をクリックすると、セルに入力した内容が正しいかどうかをチェックできます。ただし、手
順 4で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。

 各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。

4.［データ書き出し］をクリックします。
セルの入力値がチェックされます。内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラーメッセージ
が表示されます。 
正しい値を入力してから、再度［データ書き出し］をクリックします。
内容が正しい場合は、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

5.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。

［データの書き出し］メッセージが表示されます。 
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6.［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb3」（Device Setup独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されま
す。 
あらかじめ用意されているブックは、上書き保存できません。入力した内容を保存するには、［ファイル］
メニューの［名前を付けて保存］を選択し、名前を指定して保存します。

Device Setupのインストール先フォルダーとは別の場所にある、アクセスできるユーザーを限定したフォルダー
に保存してください。

7.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup入力ツールが終了します。

Device Setupで一括作成ファイルを読み込む
Device Setup入力ツールで書き出した一括作成ファイルを Device Setupに読み込む方法は、次のとおりで
す。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［親展ボックス］の順に展開して、機器
を選択します。 

2.［サービス］メニューの［親展ボックスの読み込み］を選択します。
［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。 

3.前項で一括作成ファイルを書き出した場所を参照します。
一括作成ファイル（拡張子は「mb3」）を選択し、［開く］をクリックします。

［親展ボックス情報の内容確認］ダイアログボックスが表示されます。 



5 　Device Setupに機器を登録する

51

4.作成する親展ボックスとして、誤った情報がないか確認します。
確認したら、［はい］をクリックします。

［親展ボックス － 上書きの確認］ダイアログボックスが表示されます。

5.親展ボックスを上書きするかどうかを選択します。
選択したら、［OK］をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。 

6.［OK］をクリックします。

［親展ボックス一覧］に、一括作成ファイルから読み込んだ親展ボックスが表示されます。

この時点では、親展ボックスは機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方法
については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。
機器に該当の機能が無い場合は、機器に設定するときにエラーが発生します。
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親展ボックスを使用する
作成した親展ボックスを使用する方法は、次のとおりです。

次の操作は、親展ボックスを機器に設定したあとに実行してください。詳しくは、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）を参照してください。

1.原稿を機器にセットします。 
2.機器の操作パネルで［メニュー］ボタンを押し、［スキャナー（ボックス保存）］を選択します。 
3.データを保存する親展ボックスを選択し、スキャンを実行します。 
4.PC上で、親展ボックスからスキャンデータを取り込みます。

お使いの機種によって、操作方法が異なる場合があります。機器の詳しい操作手順については、機器のマニュア
ルを参照してください。

宛先表を設定する
ここでは、次の項目について説明します。 
 宛先表サービスについて
 機器に宛先表を設定する方法
 宛先表をファイルに書き出す方法、および Device Setupに読み込む方法
 宛先を一括作成する方法

宛先表サービスについて
宛先表サービスは、機器の宛先表を Device Setupで管理するためのサービスです。
宛先表とは、短縮 /登録番号と、宛先を保存した情報です。
機器に原稿をセットして短縮 /登録番号を選択すると、対応する宛先に送信されます。
宛先の種類には、ファクスだけでなく電子メール、インターネットファクス、IPファクス（SIP）、サーバー
（SMBまたは FTP）もあります。
電子メールやサーバー送信をサポートしている機器では、原稿をセットして短縮 /登録番号を選択すると、
原稿をスキャンしたイメージが、電子メールで送信されたり、共有フォルダーや FTPサーバーに送信され
たりします。

短縮 /登録番号 1

短縮 /登録番号 2

短縮 /登録番号 3

ファクス

電子メール

サーバー
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機器に宛先表を設定する
Device Setup上で宛先表を追加する方法は、次のとおりです。 
 宛先表を新規に作成する 
 宛先表をコピーする

宛先表を新規に作成する

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［宛先表］の順に展開して、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［宛先の作成］を選択します。
［宛先の作成］ダイアログボックスが表示されます。 

3.各項目を設定します。 

4.［OK］をクリックします。

新しい宛先が作成されます。 
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5.同様の操作で、必要なだけ宛先を追加します。

この時点では、宛先表は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方法につい
ては、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

宛先表をコピーする
Device Setupに登録されている宛先表を、別の機器にコピーできます。

宛先の最大登録数が異なる機種間で宛先表をコピーする場合、宛先はその機器の最大登録数までコピーされま
す。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［宛先表］＞コピー元の機器の順に展開
して、［宛先表］を選択します。
個々の宛先をコピーする場合は、ツリービューまたはリストビューで、宛先を選択します。 

2.［サービス］メニューの［宛先のコピー］を選択します。 
3.ツリービューでコピー先の機器を展開して、［宛先表］を選択します。
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4.［サービス］メニューの［宛先の貼り付け］を選択します。

宛先表が貼り付けられます。

この時点では、宛先表は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方法につい
ては、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

宛先表を書き出す・読み込む
Device Setupに登録されている機器の宛先表をファイルに書き出せます。さらに、書き出したファイルを 
Device Setupに読み込むこともできます。
この機能は、他の PCの Device Setupで、同じ宛先表を使用する場合などに利用できます。

･ Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションな
どで、ファイルを編集しないでください。
･ 書き出した宛先表ファイルの拡張子は、「mb5」（Device Setup独自のフォーマット）です。

宛先表をファイルに書き出す

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［宛先表］の順に展開して、機器を選択します。
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2.［サービス］メニューの［宛先表の書き出し］を選択します。
［宛先表ー書き出しの確認］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［宛先表ー書き出しの確認］ダイアログボックスの内容を確認し、［はい］をクリックします。

［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

4.保存する場所、およびファイル名を指定し、［保存］をクリックします。

指定した場所に、拡張子「mb5」（Device Setup独自のフォーマット）の宛先表ファイルが作成されます。

宛先表ファイルを Device Setupに読み込む
前項で書き出した宛先表ファイルを Device Setupに読み込む方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［宛先表］の順に展開して、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［宛先表の読み込み］を選択します。
［宛先表ー読み込みの確認］ダイアログボックスが表示されます。
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3. ［宛先表ー読み込みの確認］ダイアログボックスの内容を確認し、［はい］をクリックします。

［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。

4.前項で宛先表ファイルを書き出した場所を参照します。
宛先表ファイル（拡張子は「mb5」）を選択し、［開く］をクリックします。

［宛先情報の内容確認］ダイアログボックスが表示されます。 

5.Device Setupに読み込む宛先として、誤った情報がないか確認します。
確認したら、［はい］をクリックします。

［宛先表 － 上書きの確認］ダイアログボックスが表示されます。
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6.宛先表を上書きするかどうかを選択して、［OK］をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。 

7.［OK］をクリックします。

［宛先表］に、ファイルから読み込んだ宛先が表示されます。

この時点では、宛先表は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定し参照てください。設定方法に
ついては、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。
機器に該当の機能が無い場合は、機器に設定するときにエラーが発生します。

宛先表を使用する

次の操作は、宛先表を機器に設定したあとに実行してください。詳しくは、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）を参照してください。

1.原稿を機器にセットします。 
2.機器の操作パネルで、［メニュー］ボタンを押して、［ファクス］を選択します。 
3.［短縮］ボタンを押して、数字ボタンで短縮番号を入力します。 
4.［スタート］ボタンを押します。

お使いの機種によって、操作方法が異なる場合があります。詳しい操作方法については、機器のマニュアルを参
照してください。
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宛先を一括作成する
「Device Setup入力ツール」と Device Setupを使用して、宛先を一括で作成できます。複数の宛先を、1
台の機器に登録したいときなどに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excelのブック形式のファイルです。
複数の宛先情報を Excelのシートに入力し、書き出したデータを Device Setupに取り込んで、宛先を一括
作成する方法は、次のとおりです。

Device Setup入力ツールは、Microsoft Excelを使用して、一度に多くの設定情報を作成できます。設定情報を
入力した Device Setup入力ツールを保存する場合は、保存したファイルから個人情報が流出しないように保護
してください。例としては、次のような方法があります。
･ パスワードを設定した ZIPファイルにする
･ アクセスできるユーザーを限定したフォルダーに格納する

Device Setup入力ツールで一括作成ファイルを作成する
「Device Setup入力ツール － 宛先表用 .xls」は、次の Excelシートから構成されています。 
 ファクス
宛先種別がファクスの宛先情報を作成するときに、このシートを使用します。設定できる項目は、［短縮
/登録番号］、［宛先名］、［索引文字］、［宛先（ファクス番号）］、［内線 /外線］、［通信モード］、［送信画
質］です。 

 インターネット
ファクス宛先種別がインターネットファクスの宛先情報を作成するときに、このシートを使用します。設
定できる項目は、［短縮 /登録番号］、［宛先名］、［索引文字］、［宛先（メールアドレス）］、［通信モード］、
［送信画質］、［最大蓄積サイズ］、［インターネットファクスプロファイル］です。 
 メール
宛先種別がメールの宛先情報を作成するときに、このシートを使用します。設定できる項目は、［短縮 /
登録番号］、［宛先名］、［宛先（メールアドレス）］、［姓］、［名］、［補助項目 1］、［補助項目 2］、［補助項
目 3］です。 

 サーバー
宛先種別がサーバーの宛先情報を作成するときに、このシートを使用します。設定できる項目は、［短縮
/登録番号］、［宛先名］、［転送プロトコル］、［サーバー名 /IPアドレス］、［共有名］、［保存場所］、［ログ
イン名］、［パスワード］、［ポート番号］です。 

 IPファクス（SIP）
宛先種別が IPファクス（SIP）の宛先情報を作成するときに、このシートを使用します。設定できる項目
は、［短縮 /登録番号］、［宛先名］、［索引文字］、［宛先（ファクス番号）］、［通信モード］、［送信画質］で
す。 

 短縮登録番号一覧
［ファクス］、［インターネットファクス］、［メール］、［サーバー］、［IPファクス（SIP）］シートに記入さ
れている宛先種別と宛先名を、［短縮 /登録番号］の順に一覧で表示するときに、このシートを使用しま
す。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setupで変更した宛先情報は、Device Setup入力ツールには反映されません。そのため、Excel
のシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、「mb5」（Device Setup独自のフォーマット）です。
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ここでは、［ファクス］シートと［メール］シートを使用して、宛先の一括作成を実行する方法について説
明します。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。 

2.「Device Setup入力ツール － 宛先表用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュ
リティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表
示されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。 

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。

3.使用する Excelシートを選択し、作成する宛先情報を入力します。
ここでは、［ファクス］シートと［メール］シートにそれぞれ入力します。
1行に 1つの宛先情報を設定します。［短縮 /登録番号］は、次の条件を満たす必要があります。
 番号は１～ 2000の範囲であること
［ファクス］、［インターネットファクス］、［メール］、［サーバー］、［IPファクス（SIP）］のシートを通し
て重複しないこと

･［宛先の作成］ダイアログボックスの項目には、「Device Setup入力ツール - 宛先表用 .xls」に含まれていない
ものがあります。データを書き出すとき、その項目にはデフォルト値が設定されます。「Device Setup入力
ツール - 宛先表用 .xls」に含まれていない項目の属性値を修正する場合は、Device Setupで編集してください。
･「Device Setup入力ツール -宛先表用 .xls」で、入力が任意である項目を空白にした場合も、データを書き出す
ときにデフォルト値が設定されます。
･ 宛先表の最大登録数は、機器によって異なります。

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。
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4. 入力が終了したら、最後に入力した行で、［データ処理］列のセルの［▼］をクリックし、［データ終了］
を選択します。

［ファクス］シートの状態

［メール］シートの状態

･［データ終了］が設定されている行がない状態で［データチェック］または［データ書き出し］をクリックする
と、エラーになります。
･ アクティブでないシートから宛先を書き出すには、そのシートに［データ終了］が設定されている行が必要で
す。
･ 空白のシートでは、［データ終了］を設定しないでください。
･［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。た
だし、手順 6で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。 
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5.［短縮登録番号一覧］シートを選択し、［一覧作成］をクリックします。
［ファクス］、［インターネットファクス］、［メール］、［サーバー］、［IPファクス（SIP）］シートで、［データ
終了］を設定した行までの宛先種別と宛先名が、短縮登録番号の順に一覧で表示されます。［スキップ］が
設定されている行は、表示されません。

［短縮 /登録番号］が重複している場合、または範囲外の番号の場合は、エラーメッセージが表示されます。ま
た、エラーに該当するデータのセルにカーソルが移動して停止します。修正して、再度［一覧作成］をクリック
してください。 

6.［データ書き出し］をクリックします。
内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラーメッセージが表示されます。内容が正しい場合
は、［データの書き出し］ダイアログボックスが表示されます。 

7.一括作成ファイルに書き出されるシートを確認します。確認したら、［はい］をクリックします。

［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

8.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。

［データの書き出し］メッセージが表示されます。 

9.［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb5」（Device Setup独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されま
す。 
あらかじめ用意されているブックは、上書き保存できません。入力した内容を保存するには、［ファイル］
メニューの［名前を付けて保存］を選択し、名前を指定して保存します。

Device Setupのインストール先ォルダーとは別の場所にある、アクセスできるユーザーを限定したフォルダーに
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保存してください。

10.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup入力ツールが終了します。

Device Setupで一括作成ファイルを読み込む

「宛先表ファイルを Device Setupに読み込む」（P.56）を参照してください。

宛先グループを設定する

宛先グループの概要については、「宛先グループを作成する」（P.15）を参照してください。

ここでは、次の項目について説明します。
 機器に宛先グループを設定する方法
 宛先グループをファイルに書き出す方法、および Device Setup に読み込む方法
 宛先グループを一括作成する方法

機器に宛先グループを設定する
Device Setup上で宛先グループを追加する方法は、次のとおりです。
 宛先グループを新規に作成する
 宛先グループをコピーする

宛先グループを新規に作成する

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［宛先グループ］の［＋］、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［宛先グループの作成］を選択します。 
［宛先グループの作成］ダイアログボックスが表示されます。
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3.各項目を設定します。

4.［OK］をクリックします。

新しい宛先グループが作成されます。

この時点では、宛先グループは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。

宛先グループをコピーする
Device Setupに登録されている宛先グループを、別の機器にコピーできます。

宛先グループの最大登録数が異なる機種間で宛先グループをコピーする場合、宛先グループはその機器の最大登
録数までコピーされます。 
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1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［宛先グループ］の［＋］、コピー元の機器
の［＋］、［宛先グループ一覧］を選択します。

個々の宛先グループをコピーする場合は、ツリービューまたはリストビューで、宛先グループを選択します。 

2.［サービス］メニューの［宛先グループのコピー］を選択します。 
3.ツリービューでコピー先の機器の［＋］、［宛先グループ一覧］を選択します。 
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4.［サービス］メニューの［宛先グループの貼り付け］を選択します。

宛先グループが貼り付けられます。

この時点では、宛先グループは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。

宛先グループを書き出す・読み込む
Device Setupに登録されている機器の宛先グループをファイルに書き出せます。さらに、書き出したファ
イルを Device Setupに読み込むこともできます。
この機能は、他の PCの Device Setupで、同じ宛先グループを使用する場合などに利用できます。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

書き出した宛先グループファイルの拡張子は、「mb6」（Device Setup 独自のフォーマット）です。

宛先グループをファイルに書き出す

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［宛先グループ］の［＋］、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［宛先グループの書き出し］を選択します。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 
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3.保存する場所、およびファイル名を指定して、［保存］をクリックします。
指定した場所に、拡張子が「mb6」（Device Setup独自のフォーマット）の宛先グループのファイルが保存
されます。

宛先グループのファイルを Device Setupに読み込む

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［宛先グループ］、機器を選択します。

2.［サービス］メニューの［宛先グループの読み込み］を選択します。
［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。 

3.前項で宛先グループのファイルを書き出した場所を参照します。
拡張子が「mb6」のファイルを選択して、［開く］をクリックします。
［宛先グループ情報の内容確認］ダイアログボックスが表示されます。 

4.問題がないか確認して、［はい］をクリックします。 
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5.宛先グループを上書きするかどうかを選択して、［OK］をクリックします。

［宛先グループ一覧］に、ファイルから読み込んだ宛先グループが表示されます。

この時点では、宛先グループは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。
機器に該当の機能が無い場合は、機器に設定するときにエラーが発生します。

宛先グループを一括作成する
「Device Setup入力ツール」を使用して、宛先グループを一括で作成できます。複数の宛先グループを、1
台の機器に登録したいときなどに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excel形式のファイルです。

Device Setup入力ツールで一括作成ファイルを作成する

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setupで変更した宛先グループは、Device Setup入力ツールには反映されません。そのため、 
Excelのシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、Device Setup独自のフォーマットの「mb6」です。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。
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2.「Device Setup入力ツール － 宛先グループ用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュ
リティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表
示されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。 

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。

3.作成する宛先グループの情報を、1行に 1つずつ入力します。

宛先グループの最大登録数は、機器によって異なります。

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。

4. 入力が終了したら、最後に入力した行で、［データ処理］列のセルの［▼］をクリックして、［データ終了］
を選択します。

･［データ終了］が設定されている行がない状態で［データチェック］または［データ書き出し］をクリックする
と、エラーになります。
･［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。次
の手順で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。 

5.［データ書き出し］をクリックします。
内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラーメッセージが表示されます。内容が正しい場合
は、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

6.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。 
［データの書き出し］メッセージが表示されます。

7.［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb6」（Device Setup独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されま
す。 
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8.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup入力ツールが終了します。

Device Setupで一括作成ファイルを読み込む

「宛先グループのファイルを Device Setupに読み込む」（P.67）を参照してください。

アドレス帳を設定する
ここでは、次の項目について説明します。
 アドレス帳サービスについて
 機器にアドレス帳を設定する方法
 アドレス帳をファイルに書き出す方法、および Device Setupに読み込む方法
 アドレス帳を一括作成する方法

アドレス帳サービスについて
アドレス帳サービスは、機器のアドレス帳を Device Setupで管理するためのサービスです。
アドレス帳とは、宛先に属性を設定して保存した情報です。
機器に原稿をセットして宛先名や属性を入力して、宛先を選択します。
宛先の種類には、ファクスだけでなく電子メール、インターネットファクス、IPファクス（SIP）、サーバー
（SMBまたは FTP）もあります。
電子メールやサーバー送信をサポートしている機器では、原稿をセットして宛先を選択すると、原稿をス
キャンしたイメージが、電子メールで送信されたり、共有フォルダーや FTPサーバーに送信されたりしま
す。

機器にアドレス帳を設定する
Device Setup上でアドレス帳を追加する方法は、次のとおりです。
 アドレス帳を新規に作成する
 アドレス帳をコピーする

アドレス帳を新規に作成する

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［アドレス帳］の順に展開して、機器を

宛先名 /属性

宛先名 /属性

宛先名 /属性

ファクス

電子メール

サーバー
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選択します。

2.［サービス］メニューの［連絡先を追加］を選択します。
［連絡先を追加］ダイアログボックスが表示されます。

3.各項目を設定します。 

4.［OK］をクリックします。

新しいアドレス帳が作成されます。 
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5.同様の操作で、必要なだけアドレス帳を追加します。

この時点では、アドレス帳は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方法に
ついては、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

アドレス帳をコピーする
Device Setupに登録されているアドレス帳を、別の機器にコピーできます。

アドレス帳の最大登録数が異なる機種間でアドレス帳をコピーする場合、アドレス帳はその機器の最大登録数ま
でコピーされます。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［アドレス帳］＞コピー元の機器の順に
展開して、［アドレス帳一覧］を選択します。
個々のアドレス帳をコピーする場合は、ツリービューまたはリストビューで、アドレス帳を選択します。 

2.［サービス］メニューの［連絡先のコピー］を選択します。 
3.ツリービューでコピー先の機器を展開して、［アドレス帳一覧］を選択します。
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4.［サービス］メニューの［連絡先の貼り付け］を選択します。

アドレス帳が貼り付けられます。

この時点では、アドレス帳は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方法に
ついては、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

アドレス帳を書き出す・読み込む
Device Setupに登録されている機器のアドレス帳をファイルに書き出せます。さらに、書き出したファイ
ルを Device Setupに読み込むこともできます。
この機能は、他の PCの Device Setupで、同じアドレス帳を使用する場合などに利用できます。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

書き出したアドレス帳ファイルの拡張子は、「mb9」（Device Setup独自のフォーマット）です。
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アドレス帳をファイルに書き出す

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［アドレス帳］の順に展開して、機器を
選択します。

2.［サービス］メニューの［連絡先の書き出し］を選択します。
［連絡先ー書き出しの確認］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［連絡先ー書き出しの確認］ダイアログボックスの内容を確認し、［はい］をクリックします。

［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

4.保存する場所、およびファイル名を指定し、［保存］をクリックします。

指定した場所に、拡張子「mb9」（Device Setup 独自のフォーマット）のアドレス帳ファイルが作成されま
す。



5 　Device Setupに機器を登録する

75

アドレス帳ファイルを Device Setupに読み込む
前項で書き出したアドレス帳ファイルを Device Setup に読み込む方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［アドレス帳］の順に展開して、機器を
選択します。 

2.［サービス］メニューの［連絡先の読み込み］を選択します。
［連絡先ー読み込みの確認］ダイアログボックスが表示されます。

3.［連絡先ー読み込みの確認］ダイアログボックスの内容を確認し、［はい］をクリックします。

［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。

4.前項でアドレス帳ファイルを書き出した場所を参照します。
アドレス帳ファイル（拡張子は「mb9」）を選択し、［開く］をクリックします。

［連絡先情報の内容確認］ダイアログボックスが表示されます。
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5.Device Setup に読み込む連絡先情報が正しいか確認します。
確認したら、［はい］をクリックします。

［アドレス帳 － 上書きの確認］ダイアログボックスが表示されます。

6.アドレス帳を上書きするかどうかを選択して、［OK］をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。 

アドレス帳の一部を編集することはできません。その場合は、Device Setup上でアドレス帳を編集してくださ
い。
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7.［OK］をクリックします。

［アドレス帳一覧］に、ファイルから読み込んだアドレス帳が表示されます。

この時点では、アドレス帳は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定し参照てください。設定方
法については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。
機器に該当の機能が無い場合は、機器に設定するときにエラーが発生します。

アドレス帳を使用する

次の操作は、アドレス帳を機器に設定したあとに実行してください。詳しくは、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）を参照してください。

1.原稿を機器にセットします。 
2.機器の操作パネルで、［メニュー］ボタンを押して、［ファクス］をタップします。
3.［宛先を入力してください。］をタップして、宛先を指定します。
4.［完了］＞［送信］をタップします。

お使いの機種によって、操作方法が異なる場合があります。詳しい操作方法については、機器のマニュアルを参
照してください。

アドレス帳を一括作成する
「Device Setup入力ツール」と Device Setupを使用して、アドレス帳を一括で作成できます。複数のアド
レス帳を、1台の機器に登録したいときなどに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excelのブック形式のファイルです。
複数のアドレス帳情報を Excelのシートに入力し、書き出したデータを Device Setupに取り込んで、アド
レス帳を一括作成する方法は、次のとおりです。

Device Setup入力ツールは、Microsoft Excelを使用して、一度に多くの設定情報を作成できます。設定情報を
入力した Device Setup入力ツールを保存する場合は、保存したファイルから個人情報が流出しないように保護
してください。例としては、次のような方法があります。
･ パスワードを設定した ZIPファイルにする
･ アクセスできるユーザーを限定したフォルダーに格納する



78

Device Setup入力ツールで一括作成ファイルを作成する
「Device Setup入力ツール － アドレス帳用 .xls」は、Excelシート「アドレス帳」だけで構成されていま
す。本入力ツールは、「Device Setup入力ツール － 宛先表用 .xls」または「Device Setup」で登録、設定、
変更した宛先表データを、アドレス帳データとして読み込むことができます。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、「mb9」（Device Setup独自のフォーマット）です。
･ アドレス帳では、短縮 /登録番号は設定できません。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。 

2.「Device Setup入力ツール － アドレス帳用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュ
リティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表
示されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。 

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。
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3.作成するアドレス帳情報を 1行ごとに入力します。

･［連絡先を追加］ダイアログボックスの項目には、「Device Setup 入力ツール - アドレス帳用 .xls」に含まれて
いないものがあります。データを書き出すとき、その項目にはデフォルト値が設定されます。「Device Setup 
入力ツール - アドレス帳用 .xls」に含まれていない項目の属性値を修正する場合は、Device Setup で編集して
ください。
･「Device Setup 入力ツール - アドレス帳用 .xls」で、入力が任意である項目を空白にした場合も、データを書き
出すときにデフォルト値が設定されます。
･ アドレス帳の最大登録数は、機器によって異なります。
･［データ処理］列で［スキップ］を選択すると、データのチェックおよびファイルへの書き出しが実施されませ
ん。

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。

4.入力が終了したら、最後に入力した行で、［データ処理］列のセルの［▼］をクリックし、［データ終了］を
選択します。

･［データ終了］が設定されている行がない状態で［データチェック］または［データ書き出し］をクリックする
と、エラーになります。
･［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。た
だし、手順 5で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。 

5.［データ書き出し］をクリックします。
内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラーメッセージが表示されます。内容が正しい場合
は、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

6.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。
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［データの書き出し］メッセージが表示されます。

7.［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb9」（Device Setup 独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されま
す。
あらかじめ用意されているブックは、上書き保存できません。入力した内容を保存するには、［ファイル］
メニューの［名前を付けて保存］を選択し、名前を指定して保存します。

Device Setup のインストール先フォルダーとは別の場所にある、アクセスできるユーザーを限定したフォルダー
に保存してください。

8.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup 入力ツールが終了します。

Device Setupで一括作成ファイルを読み込む

「アドレス帳ファイルを Device Setupに読み込む」（P.75）を参照してください。

アドレスグループを設定する

アドレスグループの概要については、「アドレスグループを作成する」（P.16）を参照してください。

ここでは、次の項目について説明します。
 機器にアドレスグループを設定する方法
 アドレスグループをファイルに書き出す方法、および Device Setupに読み込む方法
 アドレスグループを一括作成する方法

機器にアドレスグループを設定する
Device Setup上でアドレスグループを追加する方法は、次のとおりです。
 アドレスグループを新規に作成する
 アドレスグループをコピーする

アドレスグループを新規に作成する

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［アドレスグループ］の［＋］、機器を選択します。 
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2.［サービス］メニューの［グループの追加］を選択します。 
［グループの追加］ダイアログボックスが表示されます。

3.各項目を設定します。

4.［OK］をクリックします。

新しいアドレスグループが作成されます。

この時点では、アドレスグループは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。

アドレスグループをコピーする
Device Setupに登録されているアドレスグループを、別の機器にコピーできます。

アドレスグループの最大登録数が異なる機種間でアドレスグループをコピーする場合、アドレスグループはその
機器の最大登録数までコピーされます。

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［アドレスグループ］の［＋］、コピー元の
機器の［＋］、［アドレスグループ一覧］を選択します。
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個々のアドレスグループをコピーする場合は、ツリービューまたはリストビューで、アドレスグループを選択し
ます。 

2.［サービス］メニューの［グループのコピー］を選択します。 
3.ツリービューでコピー先の機器の［＋］、［アドレスグループ一覧］を選択します。 

4.［サービス］メニューの［グループの貼り付け］を選択します。

アドレスグループが貼り付けられます。

この時点では、アドレスグループは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。

アドレスグループを書き出す・読み込む
Device Setupに登録されている機器のアドレスグループをファイルに書き出せます。さらに、書き出した
ファイルを Device Setupに読み込むこともできます。
この機能は、他の PCの Device Setupで、同じアドレスグループを使用する場合などに利用できます。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。
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アドレスグループをファイルに書き出す

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［アドレスグループ］の［＋］、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［グループの書き出し］を選択します。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

3.保存する場所、およびファイル名を指定して、［保存］をクリックします。
指定した場所に、拡張子が「mb10」（Device Setup 独自のフォーマット）のアドレスグループのファイル
が保存されます。

アドレスグループのファイルを Device Setupに読み込む

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［アドレスグループ］、機器を選択します。

2.［サービス］メニューの［グループの読み込み］を選択します。
［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。 

3.前項でアドレスグループのファイルを書き出した場所を参照します。
拡張子が「mb10」のファイルを選択して、［開く］をクリックします。
［アドレスグループ情報の内容確認］ダイアログボックスが表示されます。
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4.問題がないか確認して、［はい］をクリックします。 

5.アドレスグループを上書きするかどうかを選択して、［OK］をクリックします。

［アドレスグループ一覧］に、ファイルから読み込んだアドレスグループが表示されます。

この時点では、アドレスグループは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。
機器に該当の機能が無い場合は、機器に設定するときにエラーが発生します。
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アドレスグループを一括作成する
「Device Setup入力ツール」を使用して、アドレスグループを一括で作成できます。
複数のアドレスグループを、1台の機器に登録したいときなどに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excel形式のファイルです。

Device Setup 入力ツールで一括作成ファイルを作成する
「Device Setup 入力ツール － アドレスグループ用 .xls」は、Excel シート「アドレスグループ」だけで構成
されています。

Device Setupは、Device Setup 独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setupで変更したアドレスグループは、Device Setup入力ツールには反映されません。そのた
め、Excelのシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、「mb10」（Device Setup独自のフォーマット）です。
･ アドレスグループでは、短縮番号は設定できません。
･ Device Setup入力ツールでは、アドレスグループに宛先を追加できません。一度機器にアドレス帳を設定した
後、Device Setupで宛先表を追加してください。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。

2.「Device Setup入力ツール － アドレスグループ用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュ
リティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表
示されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。

Device Setup 入力ツールが対応している Excel のバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。

3.作成するアドレスグループの情報を 1行ごとに入力します。

･ アドレスグループの最大登録数は、機器によって異なります。
･［データ処理］列で［スキップ］を選択すると、データのチェックおよびファイルへの書き出しが実施されませ
ん。

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。
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4.入力が終了したら、最後に入力した行で、［データ処理］列のセルの［▼］をクリックし、［データ終了］を
選択します。

･［データ終了］が設定されている行がない状態で［データチェック］または［データ書き出し］をクリックする
と、エラーになります。
･［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。た
だし、手順 5で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。

5.［データ書き出し］をクリックします。
内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、次に、エラーメッセージが表示されます。内容が正し
い場合は、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

6.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。
［データの書き出し］メッセージが表示されます。

7.［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb10」（Device Setup 独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されま
す。

8.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup 入力ツールが終了します。

Device Setup で一括作成ファイルを読み込む

「アドレスグループのファイルを Device Setupに読み込む」（P.83）を参照してください。
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コメントを設定する
コメントの概要については、「インターネットファクスのコメントを作成する」（P.16）を参照してくださ
い。

機器にコメントを設定する
コメントを新規に作成する

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［コメント］の［＋］、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［コメントの作成］を選択します。 
［コメントの作成］ダイアログが表示されます。

3.各項目を設定してから、［OK］をクリックします。

新しいコメントが作成されます。

この時点では、コメントは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」（P.100）
の手順を実施してください。
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コメントをコピーする
Device Setupに登録されているコメントを、別の機器にコピーできます。

コメントの最大登録数が異なる機種間でコメントをコピーする場合、コメントはその機器の最大登録数までコ
ピーされます。

1. ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［コメント］の［＋］、コピー元の機器の
［＋］、［コメント一覧］を選択します。

個々のコメントをコピーする場合は、ツリービューまたはリストビューで、コメントを選択します。 

2.［サービス］メニューの［コメントのコピー］を選択します。 
3.ツリービューでコピー先の機器の［＋］、［コメント一覧］を選択します。
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4.［サービス］メニューの［コメントの貼り付け］を選択します。

コメントが貼り付けられます。

この時点では、コメントは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」（P.100）
の手順を実施してください。

コメントを書き出す・読み込む
Device Setupに登録されている機器のコメントをファイルに書き出せます。
さらに、書き出したファイルを Device Setupに読み込むこともできます。この機能は、他の PCの Device 
Setupで、同じコメントを使用する場合などに利用できます。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

書き出したコメントファイルの拡張子は、「mb7」（Device Setup 独自のフォーマット）です。

コメントをファイルに書き出す

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［コメント］の［＋］、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［コメントの書き出し］を選択します。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 
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3.保存する場所とファイル名を指定して、［保存］をクリックします。
指定した場所に、Device Setup独自のフォーマットの、拡張子が「mb7」のファイルが作成されます。

コメントのファイルを Device Setupに読み込む

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［コメント］の［＋］、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［コメントの読み込み］を選択します。
［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。 

3.前項でコメントのファイルを書き出した場所を参照します。
拡張子が「mb7」のファイルを選択して、［開く］をクリックします。 

4.問題がないか確認して、［はい］をクリックします。
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5.コメントを上書きするかどうかを選択して、［OK］をクリックします。 

6.確認のメッセージで［OK］をクリックします。
［コメント一覧］に、ファイルから読み込んだコメントが表示されます。

この時点では、コメントは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」（P.100）
の手順を実施してください。
機器に該当の機能が無い場合は、機器に設定するときにエラーが発生します。

コメントを一括作成する
「Device Setup入力ツール」を使用して、コメントを一括で作成できます。複数のコメントを、1台の機器
に登録したいときなどに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excel形式のファイルです。

Device Setup入力ツールで一括作成ファイルを作成する

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setupで変更したコメントは、Device Setup入力ツールには反映されません。そのため、Excel
のシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、Device Setup独自のフォーマットの「mb7」です。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。 
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2.「Device Setup入力ツール － コメント用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュ
リティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表
示されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。 

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。

3.作成するコメントの情報を、1行に 1つずつ入力します。

コメントの最大登録数は、機器によって異なります。

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。 

4.入力が終了したら、最後に入力した行で、［データ処理］列のセルの［▼］をクリックして、［データ終了］
を選択します。

･［データ終了］が設定されている行がない状態で［データチェック］または［データ書き出し］をクリックする
と、エラーになります。
･［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。次
の手順で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。

5.［データ書き出し］をクリックします。
セルの入力値がチェックされます。内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラーメッセージ
が表示されます。内容が正しい場合は、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

6.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。 
7.［データの書き出し］メッセージで［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb7」（Device Setup独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されま
す。 
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8.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup入力ツールが終了します。

Device Setupで一括作成ファイルを読み込む

「コメントのファイルを Device Setupに読み込む」（P.90）を参照してください。

ボックスセレクターを設定する 
ボックスセレクターの概要については、「電話番号別ボックスセレクターを作成する」（P.16）を参照してく
ださい。

機器にボックスセレクターを設定する
ボックスセレクターを新規に作成する

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［ボックスセレクター］の［＋］、機器を選
択します。 

2.［サービス］メニューの［電話番号別ボックスセレクターの作成］を選択します。 
［電話番号別ボックスセレクターの作成］ダイアログが表示されます。
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3.各項目を設定してから ［OK］をクリックします。

新しいボックスセレクターが作成されます。

この時点では、ボックスセレクターは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。

ボックスセレクターをコピーする
Device Setupに登録されているボックスセレクターを、別の機器にコピーできます。

ボックスセレクターの最大登録数が異なる機種間でボックスセレクターをコピーする場合、ボックスセレクター
はその機器の最大登録数までコピーされます。

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［ボックスセレクター］の［＋］、コピー元
の機器の［＋］、［電話番号別ボックスセレクター一覧］を選択します。

個々のボックスセレクターをコピーする場合は、ツリービューまたはリストビューで、ボックスセレクターを選
択します。 
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2.［サービス］メニューの［電話番号別ボックスセレクターのコピー］を選択します。 
3.ツリービューでコピー先の機器の［＋］、［電話番号別ボックスセレクター一覧］を選択します。

4.［サービス］メニューの［電話番号別ボックスセレクターの貼り付け］を選択します。

ボックスセレクターが貼り付けられます。

この時点では、ボックスセレクターは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。

ボックスセレクターを書き出す・読み込む
Device Setupに登録されている機器のボックスセレクターをファイルに書き出せます。さらに、書き出し
たファイルを Device Setupに読み込むこともできます。この機能は、他の PCの Device Setupで、同じ
ボックスセレクターを使用する場合などに利用できます。

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

書き出したボックスセレクターファイルの拡張子は、「mb8」（Device Setup 独自のフォーマット）です。
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ボックスセレクターをファイルに書き出す

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［ボックスセレクター］の［＋］、機器を選
択します。

2.［サービス］メニューの［電話番号別ボックスセレクターの書き出し］を選択します。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

3.保存する場所、およびファイル名を指定して、［保存］をクリックします。
指定した場所に、Device Setup独自のフォーマットの、拡張子が「mb8」のファイルが作成されます。

ボックスセレクターのファイルを Device Setupに読み込む

1.ツリービューで、［設定］、［スキャナー・ファクス固有の設定］、［ボックスセレクター］の［＋］、機器を選
択します。 

2.［サービス］メニューの［電話番号別ボックスセレクターの読み込み］を選択します。
［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。 

3.前項でボックスセレクターのファイルを書き出した場所を参照します。
拡張子が「mb8」のファイルを選択して、［開く］をクリックします。 
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4.問題がないか確認して、［はい］をクリックします。

5.ボックスセレクターを上書きするかどうかを選択して、［OK］をクリックします。 

6.確認のメッセージの［OK］をクリックします。

［電話番号別ボックスセレクター一覧］に、ファイルから読み込んだボックスセレクターが表示されます。

この時点では、ボックスセレクターは機器に設定されていません。必要に応じて、「設定内容を機器に反映する」
（P.100）の手順を実施してください。
機器に該当の機能が無い場合は、機器に設定するときにエラーが発生します。



98

ボックスセレクターを一括作成する
「Device Setup入力ツール」を使用して、ボックスセレクターを一括で作成できます。複数のボックスセレ
クターを、1台の機器に登録したいときなどに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excel形式のファイルです。

Device Setup入力ツールで一括作成ファイルを作成する

Device Setupは、Device Setup独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setupで変更したボックスセレクターは、Device Setup入力ツールには反映されません。その
ため、Excelのシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、Device Setup独自のフォーマットの「mb8」です。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。 

2.「Device Setup入力ツール － ボックスセレクター用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュ
リティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表
示されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。

3.作成するボックスセレクターの情報を、1行に 1つずつ入力します。

ボックスセレクターの最大登録数は、機器によって異なります。

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。 
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4.入力が終了したら、最後に入力した行で、［データ処理］列のセルの［▼］をクリックして、［データ終了］
を選択します。

･［データ終了］が設定されている行がない状態で［データチェック］または［データ書き出し］をクリックする
と、エラーになります。
･［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。次
の手順で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。 

5.［データ書き出し］をクリックします。
セルの入力値がチェックされます。内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラーメッセージ
が表示されます。内容が正しい場合は、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

6.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。 
7.［データの書き出し］メッセージで［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb8」（Device Setup独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されま
す。 

8.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup入力ツールが終了します。

Device Setupで一括作成ファイルを読み込む

「ボックスセレクターのファイルを Device Setupに読み込む」（P.96）を参照してください。
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設定内容を機器に反映する
ここでは、Device Setupで設定した内容を、機器に反映する方法を説明します。サービスごとに、設定内
容を反映します。

機器の操作パネルで設定中に、Device Setupから機器に対して属性値を設定、または削除しないでください。機
器の操作パネルに「外部機器からの操作で登録データが更新されたため、現在の設定をリセットする必要があり
ます」という趣旨のメッセージが表示され、機器を再起動する以外の操作ができなくなる（操作パネルで選択で
きるボタンが［リセット］だけになる）ことがあります。

･ 次のサービスの場合、機器に設定すると、機器が自動的に再起動されます。機器が処理中で再起動できないと
きは、機器の電源を切 /入して再起動するように促すメッセージが表示されます。
この場合は、機器の電源を切 /入してください。
･ 基本情報サービス（本体メールアドレス、ポート起動、プロトコルの設定）
･ アクセス制限情報サービス（認証・集計情報、アクセス制御の有効 /無効、受付 IPアドレスの設定）
･ 宛先表 /アドレス帳サービス（宛先表 /アドレス帳の設定）

･ 機器に属性値を設定するとき、Device Setupが設定する属性値と、機器に設定されている属性値が一致してい
るかが確認されます。一致していない場合は、機器の属性値を上書きするかを確認するメッセージが表示され
ます。
ただし属性値がパスワードの場合は、Device Setupが設定するパスワードと、機器に設定されているパスワー
ドが一致しているかを確認できません。そのため、パスワードの設定については次のような結果になります。
･ 暗号化されたパスワードは、必ず上書きされます。
･ Device Setupで設定したパスワードは、必ず上書きされます。
･ パスワードを暗号化して送信できない機種からは、パスワードが空の状態で取得されます。パスワードが空
の状態のまま機器に設定する場合は、上書きされません。

1.ツリービュー、またはリストビューで、サービスの下の機器を選択します。

リストビューでは、複数の機器を選択できます。複数の機器を選択するには、<Shift>キー、または <Ctrl>キー
を押しながら、機器をクリックします。 

2.［編集］メニューの［機器に属性値を設定］を選択します。
設定を確認するダイアログボックスが、表示されます。 
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3.［はい］をクリックします。

機器に設定内容が反映されます。機器のアイコンの状態が、［変更中］から［設定 /取得済］に変わり、ま
た属性の状態も［変更中］から［未変更］に変わります。
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6Device Setupの設定情報を書き出
す /読み込む

設定情報をファイルに書き出す
ここでは、Device Setupのサービスごとに、設定情報を書き出す方法について説明します。
Device Setup で設定した内容は、サービスごとにファイルに保存できます。サービスに登録された機器や、
親展ボックス、宛先表 /アドレス帳、ジョブフローなども、すべて保存されます。
このファイルを、設定情報ファイルといいます。設定情報ファイルは、次のように利用できます。 
 保存していた設定情報ファイルを Device Setupに読み込み、利用する 
 別の PCにインストールされている Device Setupに設定情報ファイルを読み込み、利用する

設定情報ファイルの拡張子とファイル名
設定情報ファイルの拡張子は、「mb1」（Device Setup独自のフォーマット）です。
設定情報ファイルのデフォルトでの名称は、次のとおりです。
基本情報 DeviceSettingBasic.mb1

アクセス制限情報 DeviceSettingAccessLimitation.mb1

親展ボックス DeviceSettingPrivateBox.mb1

宛先表 DeviceSettingAddress.mb1

アドレス帳 DeviceSettingNewAddress.mb1

ジョブフロー DeviceSettingJobTemplate.mb1

集計データ分析 DeviceAnalysisJob.mb1

宛先グループ DeviceSettingGroupDial.mb1

アドレスグループ DeviceSettingNewGroupDial.mb1

ボックスセレクター DeviceSettingBoxSelector.mb1

コメント DeviceSettingFaxComment.mb1
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設定情報をファイルに書き出す
Device Setupの設定情報をファイルに書き出す方法は、次のとおりです。

Device Setup は、Device Setup 独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 設定情報ファイルを書き出したあと、機器の秘密情報の暗号化キーを変更する場合は、変更前のキーを覚えてお
いてください。秘密情報の暗号化キーを変更すると、設定情報ファイルのうち、暗号化されたパスワードを含む
属性を機器に設定できなくなります。詳しくは、「秘密情報の暗号化キーを変更する」（P.154）を参照してくだ
さい。
･ 設定情報ファイルを書き出した Device Setupよりも古いバージョンの Device Setupでは、設定情報ファイル
の読み込みができません。

1.ツリービューを展開し、サービスを選択します。 

2.［ファイル］メニューの［機器設定情報の書き出し］を選択します。
［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

3.保存する場所、およびファイル名を指定して、［保存］をクリックします。
指定した場所に、設定情報ファイルが作成されます。

設定情報ファイルを Device Setupに読み込む
ここでは、書き出した設定情報ファイルを、Device Setupに読み込む方法について説明します。
サービスを選択して設定情報ファイルを読み込むことで、ファイルに保存されていた Device Setup の設定
情報を利用できます。

現在インストールされている Device Setupよりも新しいバージョンの Device Setupで書き出した設定情報ファ
イルは、読み込みができません。
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設定情報ファイルを Device Setupに読み込む
設定情報ファイルを Device Setupのサービスに読み込む方法は、次のとおりです。

1.ツリービューを展開し、サービスを選択します。 

2.［ファイル］メニューの［機器設定情報の読み込み］を選択します。
［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。 

3.手順 1で選択したサービスに対応する、設定情報ファイルを選択します。 

4.［開く］をクリックします。
［機器設定情報の読み込み］ダイアログボックスが表示されます。

5.設定情報ファイルの内容で、サービスの現在の設定を上書きするか、完全に置き換えるかを選択します。

［既存の機器に上書きする］
現在登録されている機器と設定情報ファイルの機器に、IPアドレス、またはホスト名が同じ機器があった場
合、現在登録されている機器は削除され、設定情報ファイルの機器が登録されます。

［既存の機器をすべて破棄して置き換える］
現在登録されている機器はすべて削除され、設定情報ファイルの機器だけが登録されます。 

6.［OK］をクリックします。
設定情報ファイルの内容が、Device Setupのサービスに読み込まれます。
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7機器の使用を制限する /使用状
況を確認する

機器へのアクセスを制限する
ここでは、アクセス制限サービスの概要と、利用制限の設定について説明します。
Device Setupのアクセス制限情報サービスでは、機器に対し、大きく分けて次の２つの設定ができます。
ユーザーごとの利用制限 
 機器の認証・集計の設定
IPアドレス、およびメールアドレスによる利用制限 
 機器が受け付けを許可する、送信元 IPアドレス 
 機器が受け付けを許可、または拒否する、メールの送信元ドメイン名

アクセス制限サービスについて
アクセス制限サービスで設定できる利用制限の内容は、次のとおりです。

機器の認証・集計についての設定
認証とは、機器を利用できるユーザーを制限する機能です。
機器を使用するときに、User IDとパスワード、および User IDの入力が必要です。

集計とは、機器の各機能の利用状況を、ユーザーごとに管理する機能です。
コピーしたページ数をカラーと白黒別に確認したり、カラーコピーやカラープリントができるユーザーを限
定したりできます。
各ユーザーの認証と集計の設定は、個別に登録することも、一括で登録することもできます。一括で登録す
る場合は、Device Setup 入力ツールで「ユーザー情報の一括作成ファイル」を作り、Device Setup で読み
込みます。 

User IDFuji Taro
パスワード＊＊＊＊＊＊＊
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機器が受け付けを許可する送信元 IPアドレス
機器への通信を、送信元の IPアドレス（IPv4形式、または IPv6形式）で制限します。SNMP、POP3、LPR、
SOAP（Device Setupなど）、および HTTP（Internet Servicesなど）のように、IP（InternetProtocol）を
使用するすべての通信について適用されます。

受付 IPアドレス制限を有効にする前に、受付 IPアドレスを追加してください。受付 IPアドレスがない状態で受
付 IPアドレス制限を有効にすると、TCP/IPを使った機器へのアクセスが、どこからもできなくなります。

機器が受け付けを許可または拒否するメールの送信元ドメイン名
機器に送信されるメールを、メールの送信元ドメイン名（「FROM」フィールドのドメイン名）で制限します。 

認証・集計の種類について
Device Setup で設定できる認証と集計の内容には、次の 2 種類があります。どちらの内容が表示されるか
は、機種によって異なります。 
［本体認証］、［ネット認証］、［外部認証］ 
［認証しない /ネット集計］、［本体認証 /本体集計］、［本体認証 /ネット集計］、［外部認証 /集計しない］、
［外部認証 /認証ユーザーのログを収集］

Device Setupからは外部認証を選択できなくても、操作パネルでは外部認証を選択できる機種もあります。この
ような機種で、外部認証が選択されている場合、次の制限があります。
･ 機器の認証 /集計情報とユーザー情報の属性値を、Device Setupで取得できません。
･ 認証 /集計情報とユーザー情報の属性値を、Device Setupから機器に設定できません。

［認証 /集計の運用］の内容が ［本体認証］、［ネット認証］、［外部認証］の場合

本体認証
ユーザーの認証と集計管理を、機器の情報を使って行います。ユーザーの登録、ユーザー情報の表示、ユー
ザーの削除、集計管理（例：ユーザーごとの累積ページの確認）を、次から行えます。 
 Device Setup 

 機器の操作パネル 
 Internet Services 

OK

送信元 IPアドレスで判断

172.*.*.*
2001:DB8:1001

× 192.168.0.*
2001:DB8:1000:*

OK

送信者アドレス（FROMフィールド）のドメイン名で判断

×

FROM:fuji_taro@example.com 

FROM:somebody@example.org
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ネット認証
認証を、機器に登録したユーザー情報を使って行います。集計管理は、ApeosWare Management Suite で
行います。 
 ユーザーの登録、ユーザー情報の表示、ユーザーの削除を、Device Setupや ApeosWare Management 

Suiteなどのソフトウェアから行えます。 機器の操作パネルからは、ユーザー情報の管理ができません。 
 ユーザーの認証情報に Account IDが追加されます。Account IDは、課金対象部門やプロジェクトコード
などに利用できます。

外部認証
外部の認証サーバーに登録したユーザー情報を使って、ユーザーを認証します。集計管理は、ApeosWare
Management Suiteで行います。機器の操作パネル、Internet Services、および Device Setupからは、ユー
ザー情報の管理と集計管理ができません。

［認証 / 集計の運用］の内容が［認証しない / ネット集計］、［本体認証 / 本体集計］、
［本体認証 /ネット集計］、［外部認証 /集計しない］、［外部認証 /認証ユーザーのログ
を収集］の場合

認証しない /ネット集計
認証を行わず、集計管理だけを ApeosWare Management Suiteで行います。登録したユーザー情報は、集
計管理だけに使用されます。 
 集計管理（例：ユーザーごとの累積ページの確認）、および集計結果の確認を、ApeosWare 

Management Suiteで行います。 
 ユーザーの登録、ユーザー情報の表示、ユーザーの削除を、Device Setupや ApeosWare Management 

Suiteなどのソフトウェアから行えます。 機器の操作パネルと Internet Servicesからは、ユーザー情報の
管理ができません。 

 ユーザーの認証情報に Account IDが追加されます。Account IDは、課金対象部門やプロジェクトコード
に利用できます。

本体認証 /本体集計
ユーザーの認証と集計管理を、機器の情報を使って行います。ユーザーの登録、ユーザー情報の表示、ユー
ザーの削除、集計管理を、次から行えます。 
 Device Setup 

 機器の操作パネル 
 Internet Services 

本体認証 /ネット集計
認証を、機器に登録したユーザー情報を使って行います。集計管理は、ApeosWare Management Suite で
行います。 
 ユーザーの登録、ユーザー情報の表示、ユーザーの削除を、Device Setupや ApeosWare Management 

Suiteなどのソフトウェアから行えます。 機器の操作パネルと Internet Servicesからは、ユーザー情報の
管理ができません。 

 ユーザーの認証情報に Account IDが追加されます。Account IDは、課金対象部門やプロジェクトコード
などに利用できます。

外部認証 /集計しない
外部の認証サーバーに登録したユーザー情報を使って、ユーザーを認証します。集計は行いません。機器の
操作パネル、Internet Services、および Device Setupからは、ユーザー情報の管理ができません。
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外部認証 /認証ユーザーのログを収集
外部認証サーバーとして ApeosWare Authentication Agentを設定している機器から属性値を取得したとき
にだけ、この項目が表示されます。ApeosWare Authentication Agent に登録したユーザー情報を使って、
ユーザーを認証します。機器の操作パネル、Internet Services、および Device Setupからは、ユーザー情報
の管理ができません。

利用制限を設定する
Device Setup上で、機器に認証・集計の設定、およびユーザー登録をして、利用制限を行います。
ここでは、機器で認証と集計をする設定にし、次のようにユーザーを登録して利用する例を説明します。

利用できる機器の機能をユーザーごとに制限するには、次の順に操作します。 
 機器に認証 /集計情報を設定する 
 機器を利用できるユーザーを登録する 
 ユーザーが利用できる機能を制限する

外部認証 /集計では、機器を利用できるユーザーは認証サーバーに登録されます。Device Setupでは登録しません。

機器に認証 /集計情報を設定する
Device Setup上で、機器に認証 /集計情報を設定します。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［アクセス制限情報］の順に展開して、機器を選択します。

2.［サービス］メニューの［認証 /集計情報の設定］を選択します。
［認証 /集計情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。 

登録ユーザー 制限の内容

マネージャー 制限なし

一般社員 A 白黒コピー、プリントは 1000 枚まで可能。カラーはすべて不可。ファクス、スキャンは
制限しない。一般社員 B

一般社員 C
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3.［認証 /集計情報の設定］ダイアログボックスの各項目を設定します。
［認証 /集計の運用］のドロップダウンリストの内容には、次の 2種類があります。どちらの内容が表示され
るかは、機種によって異なります。 
［認証しない］、［本体認証］、［ネット認証］、［外部認証］ 
［認証しない /集計しない］、［認証しない /ネット集計］、［本体認証 /本体集計］、［本体認証 /ネット集計］、
［外部認証 /集計しない］、［外部認証 /認証ユーザーのログを収集］ 

1.認証の種類を選択します。この例では［本体認証］、または［本体認証 /本体集計］を選択します。

［認証しない］、または［認証しない /集計しない］を選択すると、ユーザー情報を追加できません。 
2.認証と集計をする機能を選択します。この例では、コピー、プリンター、スキャナー、およびファクス
を認証 /集計する設定にします。 

3.機器を使用するときに、パスワードを入力するかどうかを設定します。この例では、パスワードを入力
する設定にします。

上記以外の項目については、［認証 /集計情報の設定］ダイアログボックスのヘルプを参照してください。 

4.［OK］をクリックします。 

（1）

（2）

（3）
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機器が利用できるユーザーを登録する
Device Setup上で、認証 /集計情報を設定した機器にユーザーを登録します。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［アクセス制限情報］の順に展開し、認証 / 集計情報を
設定した機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［ユーザー情報の追加］を選択します。
［ユーザー情報の追加］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［ユーザー情報の追加］ダイアログボックスの各項目を設定します。 

1. User IDを、1～ 32文字で設定します。次の半角文字を使用できます。
英数字 スペース ! # $ % & ' （ ） * , - . / : = @ ￥ ^ _ ~ 

機器の機械管理者 IDと同じ User IDを持つユーザー情報は、機器に設定できません。［機器に設定］をクリッ
クしたとき、 User IDが機械管理者 IDと一致するとエラーになります。  

2.ユーザー名を、32バイトまでの文字で入力します。漢字・かなを含むシフト JISコードを使用できます。  
3.パスワードを、4 ～ 12 桁の半角英数字で設定します。パスワードは、［パスワード編集］をクリックし
てから入力します。  

パスワードの編集については、「パスワードの編集」（P.153）を参照してください。 
4.確認のために、同じパスワードを入力します。

上記以外の項目については、［ユーザー情報の追加］ダイアログボックスのヘルプを参照してください。 

（1）

（2）

（3）

（4）
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4.［OK］をクリックします。 

5.追加するユーザーの数だけ、手順 2から手順 4を繰り返し実行します。
ここでは、一般社員 B、一般社員 C、マネージャーを順次追加します。

この時点で Device Setupで追加したユーザー情報を機器に設定すると、機器を使用するときに、ログイン操作が
必要になります。

ユーザーが利用できる機能を制限する
ユーザーごとに、利用を許可するコピー、ファクス、スキャン、プリントの種類、および出力面数の上限を
設定します。
一般社員 A、B、Cを一度に設定する方法は、次のとおりです。この例では、マネージャーは機器の使用を制
限しないので、設定する必要はありません。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［アクセス制限情報］＞機器＞［ユーザー情報一覧］の順
に展開し、リストビューから一般社員 A、B、および Cを同時に選択します。

2.［サービス］メニューの［利用制限の編集］を選択します。
［利用制限の編集］ダイアログボックスが表示されます。
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3.［利用制限の編集］ダイアログボックスの各項目を設定します。 

1.一般社員 A、B、および Cについて、［コピー］、［プリンター］とも［白黒のみ許可］を選択します。
［ファクス］、［スキャナー］は［制限しない］を選択します。

ここでは、コピー、ファクス、スキャン、およびプリントの使用を禁止する設定もできます。 
2.一般社員 A、B、および Cについて、［白黒コピー］、［白黒プリント］とも［1000］と入力します。

上記以外の項目については、［利用制限の編集］ダイアログボックスのヘルプを参照してください。

4.［OK］をクリックします。
以上で、利用制限の設定は完了です。この設定で、一般社員 A、B、および C は、白黒コピーと白黒プリン
トの上限が 1000枚に制限されます。

この時点では、アクセス制限情報は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定
方法については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。 

（1）

（2）



7 　機器の使用を制限する /使用状況を確認する

113

利用制限を一括作成する
「Device Setup入力ツール」と Device Setupを使用して、複数のユーザー情報、およびユーザーごとの利用
制限情報を一括で作成できます。複数のユーザー情報、および利用制限情報を、1 台の機器に登録したいと
きに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excelのブック形式のファイルです。
複数のユーザー情報、および利用制限情報を Excelのシートに入力し、書き出したデータを Device Setupに
取り込んで、利用制限情報を一括作成する方法は、次のとおりです。

Device Setup 入力ツールは、Microsoft Excel を使用して、一度に多くの設定情報を作成できます。設定情報を
入力した Device Setup入力ツールを保存する場合は、保存したファイルから個人情報が流出しないように保護し
てください。例としては、次のような方法があります。
･ パスワードを設定した ZIPファイルにする
･ アクセスできるユーザーを限定したフォルダーに格納する

Device Setup入力ツールで一括作成ファイルを作成する
「Device Setup入力ツール － ユーザー情報・利用制限用 .xls」は、次の 3枚の Excelシートから構成されて
います。 
 認証しない
機器を使用するときに、User IDとパスワードの入力を必要にして、コピーやプリントの枚数制限などは
行わない場合、このシートを使用します。 

 本体認証 /本体認証・本体集計
機器を使用するときに、User IDとパスワードの入力を必要にし、コピーやプリントの枚数制限などを
行って、かつ機器の認証 /集計方法が［本体認証］、または［本体認証 /本体集計］の場合に、このシー
トを使用します。 

 ネット認証 /本体認証・ネット集計 /認証しない・ネット集計
機器を使用するときに、User IDとパスワードの入力を必要にし、コピーやプリントの枚数制限などを
行って、かつ機器の認証 /集計方法が［ネット認証］、［本体認証 /ネット集計］、または［認証しない /
ネット集計］の場合に、このシートを使用します。

Device Setup は、Device Setup 独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setup で変更したアクセス制限の情報は、Device Setup 入力ツールには反映されません。その
ため、Excelのシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した一括作成ファイルの拡張子は、（Device Setup独自のフォーマット）です。「mb4」

ここでは、［本体認証 / 本体認証・本体集計］シートを使用して、「利用制限を設定する」（P.108）と同じ設
定をする場合について説明します。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。 
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2.「Device Setup入力ツール － ユーザー情報・利用制限用 .xls」ファイルをダブルクリックします。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュリ
ティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合は、マクロの実行を確認するメッセージが表示
されますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。 

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。

3.使用する Excelシートを選択し、作成するアクセス制限情報を入力します。1行に 1つのユーザー情報、お
よび利用制限情報を設定します。利用制限情報は、最大 1000 件まで入力できます。入力が終了したら、最
後に入力した行で、［データ処理］列のセルの［▼］をクリックし、［データ終了］を選択します。

［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。ただ
し、手順 4で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。 

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。
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4.［データ書き出し］をクリックします。このとき、セルの入力値がチェックされます。
内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラーメッセージが表示されます。 
正しい値を入力してから、再度［データ書き出し］をクリックします。
内容が正しい場合、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

5.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。

［データの書き出し］メッセージが表示されます。 

6.［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb4」（Device Setup独自のフォーマット）の一括作成ファイルが作成されます。 
あらかじめ用意されているブックは、上書き保存できません。入力した内容を保存するには、［ファイル］メ
ニューの［名前を付けて保存］を選択し、名前を指定して保存します。

Device Setupのインストール先フォルダーとは別の場所にある、アクセスできるユーザーを限定したフォルダー
に保存してください。

7.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup入力ツールが終了します。
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Device Setupで一括作成ファイルを読み込む
Device Setup入力ツールで書き出した一括作成ファイルを Device Setupに読み込む方法は、次のとおりで
す。

一括作成ファイルを読み込むには、使用したシートに合わせて機器が［本体認証］、［本体認証 /本体集計］、［ネッ
ト認証］、［本体認証 /ネット集計］、または［認証しない /ネット集計］に設定されている必要があります。
［認証しない］シートを使用する場合でも、機器が上記のどれかに設定されている必要があります。
この操作方法については、「機器に認証 /集計情報を設定する」（P.108）を参照してください。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［アクセス制限情報］の順に展開し、前項で認証 / 集計
情報を設定した機器を選択します。

2.［サービス］メニューの［ユーザー情報 /利用制限の読み込み］を選択します。
［ファイルを開く］ダイアログボックスが表示されます。 

3.前項で一括作成ファイルを書き出した場所を参照します。一括作成ファイル（拡張子は「mb4」）を選択し、
［開く］をクリックします。

［ユーザー情報 /利用制限情報の内容確認］ダイアログボックスが表示されます。
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4.作成するユーザー情報、および利用制限情報として、誤った情報がないか確認します。確認したら、［はい］
をクリックします。

［ユーザー情報 /利用制限 － 上書きの確認］ダイアログボックスが表示されます。 

5.利用制限情報を上書きするかどうかを選択したら、［OK］をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。

6.［OK］をクリックします。

［ユーザー情報一覧］に、一括作成ファイルから読み込んだ利用制限情報が表示されます。

この時点では、利用制限情報は機器に設定されていません。必要に応じて、機器に設定してください。設定方法
については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。
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機器の使用状況を確認する
ここでは、Device Setupで集計データ分析サービスを利用する方法について説明します。
Device Setupの集計データ分析サービスは、機器のジョブ履歴を収集し、使用状況のグラフや一覧表を作成
します。

･ 集計データ分析サービスが提供するのは、機器が利用されている状態の概要です。集計データをファイルとして
書き出すことはできません。
･ 集計データ分析サービスで表示されるカウンター情報は、お客様から料金を徴収させていただくために使用する
メーターとは異なります。
･ メーターを確認する場合は、必ず機器の操作パネルの［機械確認］画面にある［メーター確認］画面で、確認し
てください。
･ コピー /プリントジョブ履歴を詳細に把握する機能は、弊社のソフトウェアである ApeosWare Management 

Suiteが提供しています。

機器側で必要な条件
集計データ分析サービスを使ってジョブを集計するには、機器にハードディスクが装着されている必要があ
ります。

集計データ分析サービスで作成できるグラフ・一覧表の種類 
集計データ分析サービスで、作成できるグラフおよびジョブなどの一覧表の内容は、次のとおりです。

グラフ
集計データ分析サービスでは、集計データから次のグラフを作成できます。 
 機器ごとの集計グラフ（カラーモード別）
グラフの縦軸を機器、横軸を面数とし、白黒とカラーに分けて集計します。 

 機器ごとの集計グラフ（機器の機能別）
グラフの縦軸を機器、横軸を面数とし、機器の機能（プリント、スキャン、コピー、ファクスプリント、
システムシート）に分けて集計します。 
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 ユーザーごとの集計グラフ（カラーモード別）
グラフの縦軸をユーザー、横軸を面数とし、白黒とカラーに分けて集計します。 

 ユーザーごとの集計グラフ（機器の機能別）
グラフの縦軸をユーザー、横軸を面数とし、機器の機能（プリント、スキャン、コピー、ファクスプリン
ト、システムシート）に分けて集計します。 

 時間帯ごとの集計グラフ
縦軸を面数、横軸を時間帯として集計します。

一覧表
集計データ分析サービスでは、集計データから次の一覧表を作成できます。 
 出力ジョブの一覧表 
 特定の文字列を含むジョブだけの一覧表

機器から集計データを収集する
グラフやジョブ一覧を作成する前に、機器から集計データを収集します。収集された集計データは、Device
Setupをインストールした PCに保存されます。グラフまたは一覧表は、PCに保存された集計データから作
成されます。 操作方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［分析］＞［集計データ分析］の順に展開して、機器を選択します。 

2.［サービス］メニューの［集計データの収集］を選択します。
収集の実行を確認するメッセージが表示されます。 

3.［はい］をクリックします。
処理の進行状況を示すウィンドウが表示されます。

集計データをグラフで表示する
前項で収集した集計データを表示する方法は、次のとおりです。

1.前項で集計データを収集した機器を、ツリービューで選択します。

すべての機器を選択する場合は、ツリービューで［集計データ分析］を展開し、［編集］メニューの［すべて選択］
を選択します。リストビューで <Shift>キー、または <Ctrl>キーを押しながら複数の機器をクリックして、選択
することもできます。
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2.［サービス］メニューの［集計グラフ / 一覧表の表示］から、表示するグラフの種類を選択します。 ここで
は、［ユーザーごとの集計グラフ（カラーモード別）］を選択します。
［集計グラフ /一覧表の設定］ダイアログボックスが表示されます。

複数の機器が選択されている場合、［時間帯ごとの集計グラフ］は作成できません。 

3.［開始日］と［終了日］の［▼］をクリックして、グラフに表示する期間を選択します。

4.［OK］をクリックします。
ユーザーごとの集計グラフ（カラーモード別）が表示されます。

･ グラフまたは一覧表のウィンドウを閉じると、グラフや一覧表の表示結果は破棄されます。 再度表示するには、
手順 2～ 4をやり直します。
･ グラフまたは一覧表のウィンドウで、［ファイル］メニューの［印刷］を選択すると、グラフまたは一覧表を印
刷できます。
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8ジョブフローを利用する

ジョブフローとは
ジョブフローとは、スキャン、プリント、ファイル転送、メール送信、ファクス送信などの、機器で行う処
理（ジョブ）の流れを記述した情報です。
ここでは、次の項目について説明します。 
 ジョブフローの種類 
 ジョブフローエディターについて 
 ジョブフローの例

ジョブフローの種類
ジョブフローには、大きく分けて次の 2種類があります。

スキャンした文書に対するジョブフロー
解像度、カラーモード、転送先をジョブフローに設定しておき、原稿をスキャンするときにジョブフローな
どを実行します。
スキャンした文書データの転送方法には、SMB（Windows の共有フォルダー）、FTP、電子メール、ファク
ス、インターネットファクスを選択できます。また、文書データの転送だけでなくプリントも実行できます。

･ IPファクス（SIP）は、ジョブフローの転送先に指定できません。
･ お使いの機種によって、利用できる転送先は異なります。

転送するファイルの形式は、DocuWorks文書、PDF、TIFFなどから選択できます。

Windowsの共有フォルダーに転送

FTPサーバーに転送
原稿をスキャン

電子メールで送信

親展ボックスに保存

プリント

ファクスで送信

インターネットファクスで送信
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親展ボックス内の文書に対するジョブフロー
ファイルの転送やプリントなどをジョブフローに設定しておき、親展ボックス内の文書を選択して、ジョブ
フローを実行します。 
親展ボックスに文書が保存されたとき、自動的に処理を実行させることもできます。 
転送方法には、 SMB（Windowsの共有フォルダー）、 FTP、電子メール、ファクス、インターネットファクス
を選択できます。また、文書データの転送だけでなくプリントも実行できます。 

･ IPファクス（SIP）は、ジョブフローの転送先に指定できません。 
･ お使いの機種によって、利用できる転送先は異なります。 

転送するファイルの形式は、DocuWorks文書、PDF、TIFFなどから選択できます。 

ジョブフローエディターについて
ジョブフローの作成は、ジョブフローエディターを使って、画面上で行います。スキャン、プリント、ファ
イル転送などの処理は、「機能アイテム」というアイコンで表示されます。機能アイテムを、次のとおり画面
上で配置することで、ジョブフローを作成します。

ジョブフローを実行する機器の機能によって、利用できる機能アイテムと利用できない機能アイテムがあります。

Windowsの共有フォルダーに転送

FTPサーバーに転送

電子メールで送信

ファクスで送信

インターネットファクスで送信

プリント

親展ボックス

機能アイテム
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ジョブフローの例
ジョブフローの例は、次のとおりです。
例 1：原稿をスキャンして DocuWorks文書に変換し、共有フォルダーに転送する

例 2：原稿をスキャンして DocuWorks文書と PDF文書に変換し、共有フォルダーに転送する

例 3：親展ボックスにファクス文書が格納されたら DocuWorks文書に変換し、共有フォルダーに転送する

例 4：親展ボックスにファクス文書が格納されたら、DocuWorks文書に変換してメールで送信し、1部プリ
ントする

ジョブフローでプリントできる文書は、機種がサポートするジョブフローの言語バージョンによって、異なりま
す。ヘルプの「ジョブフローの互換性について」を参照してください。

スキャン ファイル転送

スキャン

ファイル転送
（DocuWorks）

ファイル転送
（PDF）

親展ボックス ファイル転送

親展ボックス

メール送信

プリント
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スキャンから始まるジョブフローを作成する
ここでは、原稿をスキャンして DocuWorks 文書に変換し、 Windows 10 の共有フォルダーに転送するジョ
ブフローを作成する例を説明します。

ここで説明するジョブフローを作成・実行できる機種は、スキャンから始まるジョブフローを作成・実行できる
機種です。機種については、Readme.txt を参照してください。

共有フォルダーを準備する
DocuWorks 文書の転送先 PC で、DocuWorks 文書を保存する共有フォルダーを作成します。操作方法は、
次のとおりです。

1.共有するフォルダーをマウスの右ボタンでクリックし、表示されたメニューから、［プロパティ］を選択しま
す。 

2.フォルダーのプロパティの［共有］タブをクリックします。 
3.［詳細な共有］をクリックします。

［詳細な共有］ダイアログボックスが表示されます。 
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4.［このフォルダを共有する］にチェックマークを付けます。
［共有名］はデフォルト（フォルダーと同じ名前）から変更しないものとします。

5.［アクセス許可］をクリックします。
6.［｛共有名｝のアクセス許可］ダイアログボックスで、［Everyone］を選択します。

7.［アクセス許可］の［変更］で、［許可］にチェックマークを付けます。

8.［OK］をクリックします。

9.［詳細な共有］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。 

10.フォルダーのプロパティで、［閉じる］をクリックしてウィンドウを閉じます。



126

共有名、ユーザー名、コンピューター名を確認する
ジョブフローを使って共有フォルダーにファイルを転送するために必要な情報は、次のとおりです。 
 共有フォルダーの共有名
フォルダーを共有する設定をしたとき、フォルダープロパティの［共有名］に表示された名前です。この
例では、フォルダーと同じ名前です。 

 共有フォルダーがある PCにログオンできる、ユーザー名とパスワード
パスワードは確認できないので、知っている必要があります。 

 共有フォルダーがある PCのコンピューター名、固定の IPアドレス、または DNSホスト名

･ パスワードが設定されたユーザー名を使用してください。パスワードがないユーザー名を使用すると、機器から
共有フォルダーにファイルを転送できません。
･ ジョブフローを実行する機器と、共有フォルダーがある PCが別のサブネットに接続されている場合、コンピュー
ター名は WINSサーバーに登録されている必要があります。
･ DHCP、またはその他の手段によって割り当てられる動的 IP アドレスは、転送先を指定する情報として利用で
きません。

ユーザー名の確認

1.Windows の［スタート］メニューから、［Windows システムツール］＞［コントロールパネル］の順にク
リックします。

2.［ユーザーアカウント］＞［ユーザーアカウント］の順にクリックします。
3.「コンピューター名￥ユーザー名」、または「ドメイン名￥ユーザー名」で表示されるユーザー名を確認します。

コンピューター名の確認

1.Windows の［スタート］メニューから、［Windows システムツール］＞［コントロールパネル］の順にク
リックします。

2.［システムとセキュリティ］＞［システム］の順にクリックします。
［システム］ダイアログボックスが表示されます。
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3.コンピューター名を確認します。

Active Directory ドメインにログオンしている場合、［コンピューター名 .FQDN（完全修飾ドメイン名）］の形式
で表示されます。

IPアドレスの確認

1.Windows の［スタート］メニューから、［Windows システムツール］＞［コマンドプロンプト］の順にク
リックします。

2.［コマンドプロンプト］ウィンドウで「ipconfig」と入力し、<Enter>キーを押します。
「IP Address」の項目に、PC の IP アドレスが表示されます。

DNSホスト名の確認

1.Windows の［スタート］メニューから、［Windows システムツール］＞［コマンドプロンプト］の順にク
リックします。

2.［コマンドプロンプト］ウィンドウで「nslookup -querytype=ptr ｛「IP アドレスの確認」（P.127）で表示
された IPアドレス｝」と入力し、<Enter>キーを押します。
「name=」の項目に、PCの DNSホスト名が表示されます。
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ジョブフローを作成する
スキャンから始まるジョブフローを作成する方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［ジョブフロー］の順に展開し、機器を
選択します。 

2.［サービス］メニューの［ジョブフローの作成］を選択します。
3.スキャンから始まるジョブフローを選択し、［次へ］をクリックします。 

これを選択すると、手順 6のファイ
ル転送機能アイテムのドラッグ &ド
ロップを省略できますが、この例では
使用しません。
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4.ジョブフロー名を入力し、［完了］をクリックします。

［ ジョブフローエディター］ウィンドウが表示されます。［ジョブフローエディター］ウィンドウの左側、中
央、右側の領域を、機能アイテム選択エリア、ジョブフロービューエリア、属性編集エリアと呼びます。

機能アイテム選択エリア ジョブフロービューエリア 属性編集エリア
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5.スキャン機能アイテムをクリックします。

6.機能アイテム選択エリアから、ファイル転送機能アイテムをドラッグし、スキャン機能アイテムにドロップ
します。
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ジョブフローが次のようになります。

7.スキャン機能アイテムをクリックします。属性編集エリアの設定値タブで、原稿をスキャンする際のカラー
モードや解像度を設定できます。
ここではカラーモードを［フルカラー］に設定します。 
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8.ファイル転送機能アイテムをクリックします。
属性編集エリアの設定値タブで、次のように設定します。 

1.［転送方式］：［SMB］（デフォルト）のままにします。 
2.［転送先］：前項で確認したコンピューター名 /IPアドレス /DNSホスト名と共有フォルダー名を指定し
ます。
コンピューター名を使用する場合
「\\転送先のコンピューター名 \共有名」という形式で入力します。 
IPアドレスを使用する場合
「\\転送先の PCの IPアドレス \共有名」という形式で入力します。
DNSホスト名を使用する場合
「\\転送先の PCの DNSホスト名 \共有名」という形式で入力します。

右端のボタンをクリックすると、ネットワーク内の共有フォルダーを検索して、指定できます。ただし検索す
る分、時間がかかります。 

3.［保存場所］：共有フォルダー内にサブフォルダーがある場合は、そのフォルダー名を入力すると、ファ
イルの格納先に指定できます。
この例では指定しません。

［出力ファイル形式］で［TIFF］、または［TIFF/JPEG自動判別］を選択した場合、ここで指定した名前のフォ
ルダーが共有フォルダー内にないときは、その名前のフォルダーが自動的に作成されます。 

4.［ログイン名］：前項で確認したユーザー名を入力します。

使用する機種によっては、ユーザー名に NTドメインユーザー名または ActiveDirectoryドメインユーザー名
を指定できます。ヘルプの「ファイル転送機能アイテムの属性設定エリア」を表示し、［ログイン名］の項目
を参照してください。 

5.［パスワード］：前項で確認したパスワードを入力します。 
6.［保存方法］：［名前自動作成］（デフォルト）のままにします。 
7.［ファイル名］：転送されたファイルの名前を指定する項目ですが、［保存方法］を［名前自動作成］に
しているので、空白のままにします。 

8.［出力ファイル形式］ ：［DocuWorks］（デフォルト）のままにします。 

（8）

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
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9.［ファイル］メニューの［保存終了］を選択します。
［ジョブフローの保存］ダイアログボックスが表示されます。 

10.［機器に設定］をクリックします。

ジョブフローが機器に設定されると、ツリービューにジョブフロー番号が表示されます。

ジョブフローを実行する
スキャンから始まるジョブフローは、次のようにして実行します。

お使いの機種によっては、操作方法が異なる場合があります。詳しい操作方法については、機器のマニュアルを
参照してください。

1.原稿を機器にセットします。 
2.機器の操作パネルで、［メニュー］ボタンを押して、［ジョブフロー］を選択します。 
3.ジョブフローを選択し、原稿の読み取りを開始します。

お使いの機種によって、操作方法が異なる場合があります。機器の詳しい操作手順については、機器のマニュア
ルを参照してください。
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親展ボックスから始まるジョブフローを作成する
ここでは、親展ボックスの文書を PDF文書に変換し、FTPサーバーに転送するジョブフローを作成する例を
説明します。
FTP サーバーソフトウェアが稼動している各種の OS を、スキャン文書やファクス文書の転送先に指定でき
ます。FTPサーバーに転送された PDF文書は、FTPクライアントソフトウェアを持つ各種の OSから取り出
せます。

ここで説明するジョブフローを作成・実行できる機種は、親展ボックスから始まるジョブフローを作成・実行で
きる機種です。機種については、Readme.txt を参照してください。

親展ボックスを準備する
親展ボックスから始まるジョブフローを作成するには、関連付ける親展ボックスが必要です。
ジョブフローと関連付けるために、親展ボックスの番号を確認する方法は、次のとおりです。

ジョブフローを作成する機器に親展ボックスが作成されていない場合は、「親展ボックスを設定する」（P.44）を
参照して、作成してください。

親展ボックス番号の確認
親展ボックス番号を確認します。
親展ボックス番号は、ツリービューで［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［親展ボックス］
＞機器＞［親展ボックス一覧］の順に展開すると表示されます。

親展ボックス番号
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FTPサーバーを準備する
ジョブフローによって機器から転送された PDF文書を、fuji_taroというユーザーが FTPサーバーにアクセ
スして、取り出せるようにします。
次の例では、ユーザーが、自分が FTPサーバーにログインするユーザー名（fuji_taro）と、自分のパスワー
ドを知っているとします。
また、fuji_taro とは別に、機器が FTP サーバーに接続するユーザー（ftpuser）が、FTP サーバーに登録さ
れているとします。

ジョブフローを使って FTPサーバーにファイルを転送するには、次の情報が必要です。 
 FTPサーバーの DNSホスト名、または固定の IPアドレス
ここでは ftp.example.comとします。 

 ジョブフローを実行する機器が、FTPサーバーに接続するユーザーの名前とパスワード
ここではユーザー名を ftpuser、パスワードを e4Mva7Ohとします。 

 ファイルの格納先ディレクトリー
ここでは、/scan_fax_doc/fuji_taroとします。
このディレクトリーには、次のアクセス権が設定されているとします。
・ftpuserのアクセス権：書き込み
・fuji_taroのアクセス権：読み取り・書き込み
この例では、ジョブフローから FTPサーバーにアクセスするとき、実際のユーザーのユーザー名（fuji_taro）
とパスワードは使用しないで、FTP によるファイル格納用のユーザー ftpuser と、そのパスワードを使用し
ます。こうすると、ジョブフローを作成する人は、各ユーザーのパスワードを知る必要がありません。

FTP サーバーでユーザーを登録する操作や、ディレクトリーのアクセス権を設定する操作については、お使いの
OSや FTPサーバーソフトウェアのマニュアルを参照してください。

機器から FTPサーバーにファイル転送
機器は「ftpuser」のユーザー名で FTP
サーバーにアクセス

FTPサーバー ユーザーの PCジョブフローを
実行する機器

ユーザーによる FTPサーバーからの
ファイル取り出し
ユーザーは「fuji_taro」のユーザー名
で FTPサーバーにアクセス
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ジョブフローを作成する
親展ボックスから始まるジョブフローを作成する方法は、次のとおりです。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［ジョブフロー］の順に展開し、機器を
選択します。 

2.［サービス］メニューの［ジョブフローの作成］を選択します。 
3.親展ボックスから始まるジョブフローを選択し、［次へ］をクリックします。
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4.ジョブフロー名を入力し、［完了］をクリックします。

［ジョブフローエディター］ウィンドウが表示されます。 
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5.親展ボックス機能アイテムをクリックします。

6.機能アイテム選択エリアから、ファイル転送機能アイテムをドラッグし、親展ボックス機能アイテムにドロッ
プします。
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ジョブフローが次のようになります。 

7.ファイル転送機能アイテムをクリックします。
属性編集エリアの設定値タブで、次のように設定します。 

1.［転送方式］：［FTP］を選択します。 
2.［転送先］：前項で説明した、FTPサーバーの DNSホスト名と格納先ディレクトリーを入力します。
この例では、ftp.example.com/scan_fax_doc/fuji_taro/です。 

3.［保存場所］：ここで指定した名前のディレクトリーを上記のディレクトリー内に作成して、ファイルを
格納します。
この例では指定しません。 

4.［ログイン名］：前項で確認したユーザー名を入力します。
この例では「ftpuser」です。 

5.［パスワード］：前項で確認したパスワードを入力します。
この例では「e4Mva7Oh」です。 

6.［出力ファイル形式］：［PDF］を選択します。 

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）

（6）
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8.［ファイル］メニューの［保存終了］を選択します。
［ジョブフローの保存］ダイアログボックスが表示されます。 

9.［機器に設定］をクリックします。
ジョブフローが機器に設定されると、ツリービューにジョブフロー番号が表示されます。この例では「2」と
します。

親展ボックスを設定する
この例では、親展ボックスに文書が格納されたときに、自動的にジョブフローが実行されるようにします。
親展ボックスで設定する内容は、次のとおりです。

1.ツリービューで［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［親展ボックス］＞機器＞［親展ボック
ス一覧］の順に展開して、ジョブフローを実行する親展ボックスを選択します。 

2.［サービス］メニューの［親展ボックスの編集 /表示］を選択します。
［親展ボックスの編集 /表示］ダイアログボックスが表示されます。 

3.［関連付けられたジョブフロー］に、前項の最後の手順で表示された、ジョブフロー番号（この例では「2」）
を選択します。［ジョブフローを自動で実行する］にチェックマークを付け、［機器に設定］をクリックします。
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ジョブフローを実行する
この例では、親展ボックスに文書が格納されたときに、自動的にジョブフローが実行されます。文書は PDF
文書に変換され、FTPサーバーに転送されます。

ジョブフローを一括作成する
「Device Setup入力ツール」と Device Setupを使用して、複数のジョブフローを一括で作成できます。転送
先が異なる複数のジョブフローを、1台の機器に登録したいときに便利です。
Device Setup入力ツールは、Microsoft Excelのブック形式のファイルです。
ジョブフローの一括作成は、大きく分けて次の 3つの順で行います。 
 元になるジョブフローを決める 
 Device Setup入力ツールで、差し込み情報ファイルを作成する 
 Device Setupで、ジョブフローの一括作成を実行する
ここでは、最初にジョブフローの一括作成の作業について、開始から終了までの流れを図で説明します。次
に、前述の 3つの手順について、それぞれ説明します。

Device Setup 入力ツールは、Microsoft Excel を使用して、一度に多くの設定情報を作成できます。設定情報を
入力した Device Setup入力ツールを保存する場合は、保存したファイルから個人情報が流出しないように保護し
てください。例としては、次のような方法があります。
･ パスワードを設定した ZIPファイルにする
･ アクセスできるユーザーを限定したフォルダーに格納する

ジョブフローを一括作成できる機種については、Readme.txt を参照してください。
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作業の流れ
ジョブフローの一括作成は、次の順で行います。

作業を開始する

テンプレートを使用する

一括作成するジョブフローの種
類がテンプレート内にある 自分で作成したジョブフローを使用する

元になるジョブフローを決める

Device Setup入力ツールで、差し込み
情報ファイルを作成する（P.143）

「Device Setupで一括作成を実行する」の手順 2
（P.146）

差し込み情報ファイルを選択する

Device Setupに、ジョブフローが一括作成される

ジョブフローを選択する

元になるジョブフローが決定する（P.143）

Excelシートに、転送先の情報を入力して、ファイルに
書き出します。

差し込み情報ファイルを作成する

元になるジョブフローを選択する

Device Setupで一括作成を実行する

［ジョブフローの一括作成］
ダイアログボックスを開く

「Device Setupで一括作成を実行する」の手順 3
（P.147）

「Device Setupで一括作成を実行する」の手順 5
（P.147）
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元になるジョブフローの種類を決める
一括作成するジョブフローの転送方式、およびファイル形式を指定するために、作成するジョブフローの元
になるジョブフローファイルを選択します。
ジョブフローファイルは、次のどちらかを選択します。

テンプレートから選択する
Device Setupにあらかじめ用意されている、次の 4種類のテンプレートから選択します。 
 スキャンした文書を共有フォルダにファイル転送（転送方式 : SMB、ファイル形式 : DocuWorks） 
 スキャンした文書を共有フォルダにファイル転送（転送方式 : SMB、ファイル形式 : PDF） 
 スキャンした文書をメール送信（ファイル形式 : DocuWorks） 
 スキャンした文書をメール送信（ファイル形式 : PDF）

任意のジョブフローから選択する
Device Setup にすでに設定されているジョブフローを選択した状態で、［サービス］メニューから「ジョブ
フローの書き出し」を選択すると、ジョブフローファイルを作成できます。次の条件で作成したジョブフロー
ファイルを、テンプレートとして選択できます。 
 ファイル転送機能アイテム（SMB）を 1個だけ含む 
 メール送信機能アイテムを 1個だけ含む 
 ファイル転送機能アイテム（SMB）を 1個だけと、メール送信機能アイテムを 1個だけ含む

複数のファイル転送機能アイテム（SMB）、または複数のメール送信機能アイテムを含むとエラーになります。
ジョブフローに、親展ボックス、ファクス、インターネットファクス、またはプリント機能アイテムが含まれて
いても、エラーになりません。ただし、これらの機能アイテムの属性（たとえば送信先ファクス番号）を、差し
込み情報で変更はできません。

その他の詳細な条件については、ヘルプの「ジョブフローを一括作成する」を参照してください。

差し込み情報ファイルを作成する
Device Setup 入力ツールを使用して、差し込み情報ファイルを作成します。「Device Setup 入力ツール －
ジョブフロー複数一括作成差込み情報用 .xls」は、次の 3枚の Excelシートから構成されています。 
 ファイル転送（SMB）
スキャンしたファイルを、Windowsの共有フォルダーに転送（SMB）する場合に使用します。 

 メール送信
スキャンしたファイルを、メールで転送する場合に使用します。 

 ファイル転送（SMB）・メール送信
スキャンしたファイルを、Windowsの共有フォルダーに転送（SMB）し、同時に、メールでも転送する
場合に使用します。

Device Setup は、Device Setup 独自のフォーマットでファイルを書き出します。ほかのアプリケーションなど
で、ファイルを編集しないでください。

･ 機器や Device Setup で変更したジョブフローの情報は、Device Setup 入力ツールには反映されません。した
がって、Excelのシート内容は、機器の最新の状態とは異なる場合があります。
･ 書き出した差し込み情報ファイルの拡張子は、「mb2」（Device Setup独自のフォーマット）です。
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ここでは、［ファイル転送（SMB）］シートを使用して、転送先が異なる複数のジョブフローの差し込み情報
ファイルを作成する例を説明します。

1.Windowsの［スタート］メニューから、［FUJIFILM］＞［デバイス設定入力ツール］の順に選択します。
［InputTool］ウィンドウが表示されます。 

2.「Device Setup 入力ツール － ジョブフロー複数一括作成差込み情報用 .xls」ファイルをダブルクリックし
ます。

･ Device Setup入力ツールはマクロを使用しています。このツールを利用するには、Microsoft Excelのセキュリ
ティーレベルを［中］以下にする必要があります。［中］の場合はマクロの実行を確認するメッセージが表示さ
れますので、［マクロを有効にする］をクリックします。
･「Device Setup入力ツールの利用方法 .txt」をダブルクリックすると、 Device Setup入力ツールの補足情報や、
制限事項が表示されます。 

Device Setup入力ツールが対応している Excelのバージョンについては、「必要なシステム環境」（P.18）を参照
してください。
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3.使用するシートを選択し、作成するジョブフローの差し込み情報を入力します。1 行につき 1 つのジョブフ
ローの転送先情報を設定します。ジョブフローの差し込み情報は、最大で 1000 件まで入力できます。入力
が終了したら、最後に入力した行の［データ処理］列で、［データ終了］を選択します。

［データチェック］をクリックすると、それまで入力したセルの内容が正しいかどうかをチェックできます。ただ
し、手順 4で［データ書き出し］をクリックしたときも、同じチェックが実行されます。 

各セルに入力する内容については、見出しのセルをクリックすると表示されるヘルプを参照してください。

4.［データ書き出し］をクリックします。
このとき、セルの入力内容がチェックされます。内容に誤りがある場合は、エラーのセルが強調され、エラー
メッセージが表示されます。 
正しい値を入力してから、再度［データ書き出し］をクリックします。
内容が正しい場合は、［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。 

5.ファイル名と保存先を指定して、［保存］をクリックします。

［データの書き出し］メッセージが表示されます。 
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6.［OK］をクリックします。
指定した場所に、拡張子「mb2」（Device Setup独自のフォーマット）の差し込み情報ファイルが作成され
ます。 
あらかじめ用意されているブックは、上書き保存できません。入力した内容を保存するには、［ファイル］メ
ニューの［名前を付けて保存］を選択し、名前を指定して保存します。

Device Setupのインストール先フォルダーとは別の場所にある、アクセスできるユーザーを限定したフォルダー
に保存してください。

7.［ファイル］メニューから、［閉じる］を選択します。
Device Setup入力ツールが終了します。

Device Setupで一括作成を実行する
Device Setupでジョブフローの一括作成を行うには、ジョブフローの元になるジョブフローファイルを選択
し、さらに、Device Setup入力ツールで書き出した差し込み情報ファイルを読み込みます。
ここでは、「スキャンした文書を共有フォルダにファイル転送（転送方式：SMB、ファイル形式：DocuWorks）」
のテンプレートを使用する例を説明します。

1.ツリービューで、［設定］＞［スキャナー・ファクス固有の設定］＞［ジョブフロー］の順に展開し、機器を
選択します。 

2.［サービス］メニューの［ジョブフローの複数一括作成］を選択します。
［ジョブフローの複数一括作成］ダイアログボックスが表示されます。 
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3.［元 に な る ジ ョ ブ フ ロ ー の 選 択］か ら、［テ ン プ レ ー ト か ら 選 択 す る］を 選 択 し ま す。
次に、［▼］をクリックして、［スキャンした文書を共有フォルダにファイル転送（転送方式：SMB、ファイ
ル形式：DocuWorks）］を選択します。

任意のジョブフローファイルを選択する場合は、［任意のジョブフロー（xmlファイル）から選択する］を選択し
ます。次に、［ファイル選択］をクリックして、保存した場所からファイルを選択します。

任意のジョブフローとして選択できるジョブフローの条件については、「任意のジョブフローから選択する」
（P.143）を参照してください。 

4.［差込み情報の選択］から、［ファイル選択］をクリックします。
［差込み情報の選択］ダイアログボックスが表示されます。 

5.前項で差し込み情報ファイルを書き出した場所を参照します。

差し込み情報ファイル（拡張子は「mb2」）を選択し、［開く］をクリックします。［差込み情報の内容確認］
ダイアログボックスが表示されます。 
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6.作成するジョブフローとして、誤った情報がないか確認します。
確認したら、［はい］をクリックします。

［ジョブフローの複数一括作成］ダイアログボックスに戻ります。

7.［OK］をクリックします。
［ジョブフローの保存］ダイアログボックスが表示されます。 

8.［OK］をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。 



8 　ジョブフローを利用する

149

9.［OK］をクリックします。

選択した機器に、ジョブフローが一括作成されます。

この時点では、ジョブフローは機器に設定されていません。必要に応じて、機器に参照設定してください。設定
方法については、「設定内容を機器に反映する」（P.100）を参照してください。

ジョブフローについての補足事項
ここでは、ジョブフローについての補足事項を説明します。

ジョブフローを利用できる機器

ジョブフローを利用できる機器の機種については、Readme.txtを参照してください。

ジョブフローに追加できる機能アイテムの数
機能アイテムの数は、操作パネル機能アイテムを除いて 31個までです。
操作パネル機能アイテムは、ジョブフローの起点を表し、必ずジョブフローの先頭にあります。追加や削除
もできません。

操作パネル機能アイテム
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ジョブフローの逐次処理と並列処理
ジョブフローの処理の種類は、次のとおりです。

逐次処理
一列に配置されたジョブフローを「逐次処理」といいます。

逐次処理では、処理の実行について次の特長があります。 
 前の処理が完了してから、次の処理が開始されます。したがって、機能アイテムの順序どおりに処理が実
行されます。 

 ジョブフローの途中の処理がエラーになると、それ以降の処理は中断されます。

並列処理
分岐したジョブフローを「並列処理」といいます。

並列処理は、ジョブフローの中で 1か所だけ作れます。また、並列処理のうしろには機能アイテムを追加で
きません。並列処理では、処理の実行について次の特長があります。 
 処理が実行される順序は決まっていません。 
 ジョブフローの中でどれかの処理がエラーになると、残った処理は中断されます。

エラー通知を設定したジョブフローの場合は、逐次処理、並列処理とも、ジョブフローの中でどの処理がエラー
になった場合でも、残った処理は実行されます。エラー通知機能の詳細については、ヘルプを参照してください。
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ジョブフローが正しく実行されなかった場合
ジョブフローが正しく実行されなかった場合は、次のようにして原因を調べます。 
 ジョブフローエディターでジョブフローの設定を表示し、ファイル転送先の PC、ユーザー名、メールア
ドレス、ファクス番号などが正しいか確認します。ただしジョブフローに設定したパスワードは、表示す
る方法がありません。 

 機器のジョブ確認画面で、ジョブのエラーコードを調べます。

･ Internet Servicesのジョブ画面にも、ジョブの実行結果とエラーコードが表示されます。
･ 機器でプリントするエラー履歴レポートでも、エラーコードを確認できます。

･ 機器でエラーを調べる方法については、機器のマニュアルを参照してください。
･ トラブルシューティングについては、「ジョブフローサービスのトラブル」（P.161）を参照してください。

ジョブフロー失敗時の再送信機能
ファイル転送、メール送信、またはインターネットファクス送信が失敗した場合に、再度送信を試みるかど
うかを設定できます。

1.再送信を設定する機能アイテムをクリックします。ここでは、例としてファイル転送機能アイテムをクリッ
クします。  

2.属性編集エリアの設定値タブで、次のように設定します。  

1.［送信失敗時の再送信］：［する］を選択します。 
2.［再送信回数］：再送信を試みる回数を設定します。1回から 5回までの範囲で設定できます。 
3.［再送信間隔（秒）］：再送信の間隔を、秒単位で設定します。30秒から 300秒までの範囲で設定できま
す。 

（2）
（1）

（3）
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暗号化されたパスワードについて
一部の機種では、ユーザー情報や親展ボックスなどのパスワードを暗号化して Device Setup に送信できま
す。パスワードを暗号化することで、ネットワーク上の盗聴や第三者からのパスワードの参照を防止できま
す。
ここでは、暗号化されたパスワードを、Device Setup がどのように扱うのかについて説明します。

暗号化されたパスワードを取得できる機種
機器で暗号化されたパスワードを Device Setup で取得できる機種については、Readme.txt を参照してくだ
さい。

取得できるパスワードの種類
Device Setup で、暗号化されたまま取得できるパスワードの種類は、次のとおりです。

パスワードの取得と設定
暗号化されたパスワードを機器から取得する場合と、取得したパスワードを Device Setup から機器に設定
する場合の動作について説明します。

パスワードの取得
機器は、秘密情報の暗号化キーを使ってパスワードを暗号化し、送信します。Device Setup は、暗号化され
たパスワードを取得します。

サービス パスワードの種類

基本情報 ･ POP3 サーバー設定のパスワード
･ SMTP サーバー設定のパスワード

アクセス制限 ･ ユーザーのパスワード
･ 外部認証の、ゲストのパスワード

親展ボックス 親展ボックスのパスワード

宛先表 / アドレス帳 ･ ファクスおよび IP ファクス（SIP）設定の、親展ボックスの暗証番号 / パスワード
･ ファクスおよび IP ファクス（SIP）設定の、 F コード通信のパスワード
･ サーバー設定の、ログインユーザーのパスワード

秘密情報の暗号化キーでパスワードを
暗号化し、Device Setup に送信

暗号化キーされたパ
スワードを保持

Device Setup
機器 秘密情報の

暗号化キー
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パスワードの設定
暗号化された状態で機器から取得したパスワードは、暗号化されたまま機器に送信されます。
機器は、パスワードを暗号化したときと同じキーを使って、パスワードを復号します。秘密情報の暗号化キー
が変更された場合は、パスワードを復号できなくなるため、機器に設定できません。

･ パスワードを暗号化されたまま送信できるのは、Device Setup でパスワードを変更していない場合です。
･ 復号とは、暗号化する前の状態に戻すことです。

パスワードの編集
Device Setup でパスワードを編集するには、各ダイアログボックスにある［パスワード編集］をクリックし
ます。［パスワード］と［パスワードの確認］に、パスワードを入力できるようになります。
パスワードが暗号化されている場合は、［パスワード］の右側に錠のマークが表示されます。
［パスワードの編集］をクリックしてパスワードを変更すると、錠のマークは消えます。

属性のコピーとパスワードについて
パスワードを取得できる機器のユーザー情報、親展ボックス、宛先表 / アドレス帳などをコピーし、別の機
器に貼り付ける場合、コピー先の機種によって、貼り付けるパスワードの内容が異なります。

コピー先がパスワードを取得できる機種の場合
暗号化されたパスワードがそのまま貼り付けられます。ただし、機器に設定できるのは、秘密情報の暗号化
キーが同じ場合です。

コピー先がパスワードを取得できない機種の場合
パスワードは空の状態で貼り付けられます。パスワードを再度設定してください。

暗号化されたパスワードをそ
のまま機器に送信

暗号化に使用したものと同じキーでパス
ワードを復号し、設定

Device Setup
機器 秘密情報の

暗号化キー
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機種の変更とパスワードについて
機器の識別情報を変更する操作で、パスワードを取得できる機種から取得できない機種に変更すると、［パス
ワード処理の確認］ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスのメッセージを確認し、パス
ワードを空に設定して機種を変更するか、または機種の変更を中止するかを選択してください。

機種を変更した場合は、パスワードは空の状態に設定されます。パスワードを再度設定してください。

秘密情報の暗号化キーを変更する
機器は、秘密情報の暗号化キーを使ってパスワードを暗号化し、Device Setup に送信します。また、暗号化
されたパスワードを Device Setup から設定する場合、機器はパスワードを暗号化したときと同じキーを使っ
て、パスワードを復号します。秘密情報の暗号化キーは、Device Setup で変更できます。

秘密情報の暗号化キーを変更するときの注意事項
秘密情報の暗号化キーが変更された場合、機器はパスワードを復号できなくなります。その場合、暗号化さ
れたパスワードを含む属性（ユーザー情報、親展ボックス、宛先表 / アドレス帳など）を、機器に設定でき
ません。
暗号化キーを変更したために、暗号化されたパスワードを含む属性を機器に設定できなくなった場合は、変
更前の暗号化キーを機器に設定し直します。秘密情報の暗号化キーを変更する場合は、変更前と変更後のキー
を覚えておいてください。
また、Device Setup に保存したままで機器には未設定の属性がある場合は、暗号化キーを変更する前に、機
器に設定してください。

秘密情報の暗号化キーをはじめて変更する場合、変更前の暗号化キーは「工場出荷時の暗号化キー」になります。
工場出荷時の暗号化キーについては、機器のマニュアルを参照してください。

設定情報ファイルを書き出す・読み込むときの注意事項
秘密情報の暗号化キーを変更すると、設定情報ファイルの書き出しと読み込みにも影響があります。変更前
の設定情報ファイルのうち、暗号化されたパスワードを含む属性（ユーザー情報、親展ボックス、宛先表 /
アドレス帳など）を、機器に再設定できなくなります。この場合は、上記と同様に、変更前の暗号化キーを
機器に設定し直します。そのあと、設定情報ファイルを機器に再設定します。

設定情報ファイルの書き出し・読み込みについては、「6  Device Setupの設定情報を書き出す /読み込む」（P.102）
を参照してください。
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秘密情報の暗号化キーを変更する
秘密情報の暗号化キーを、Device Setup から変更できます。秘密情報の暗号化キーを、機器から取得するこ
とはできません。

1.ツリービューで、［設定］＞［機器の共通設定］＞［基本情報］の順に展開し、設定する機器を選択します。

2.［サービス］メニューの［秘密情報の暗号化キーの設定］を選択します。
［秘密情報の暗号化キーの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.暗号化キーを設定します。

4.［機器に設定］をクリックします。
設定を確認するダイアログボックスが、表示されます。

5.［はい］をクリックします。
機器に設定内容が反映されます。

秘密情報の暗号化キーは、［編集］メニューの［機器に属性値を設定］を選択しても、機器に反映されません。
［秘密情報の暗号化キーの設定］ダイアログボックスで設定してください。



156

トラブルシューティング
ここでは、Device Setup の使用に際して、なんらかのトラブルが発生した場合に想定される原因、および対
処方法について説明します。

Device Setup を起動できない

機器が見つからない

トラブル内容 原因 対処方法

起動時にパスワードを入力すると、次
のエラーが表示されます。
「認証できませんでした。」

パスワードが間違っています。 正しいパスワードを入力してくださ
い。インストール直後のパスワード
は、「x-admin」です。
パスワードを変更したあとにわから
なくなった場合は、 Device Setup を
アンインストールしてから、再度イン
ストールしなおしてください。

「Device Setup をアンインス
トールする」（P.25）と「Device
Setupを新規にインストールす
る」（P.21）

起動時に、次のエラーが表示されま
す。
「管理者権限が必要です。」

管理者権限がありません。 Administrators グループのユーザー
で PC にログオンし直してから、 
Device Setup を起動してください。

起動時に次のエラーが表示されます。
「バージョンアップ前のジョブフロー
にはジョブフロー識別子がないため、
親展ボックスとジョブフローを関連
付けることができません。よって、親
展ボックスとジョブフローを関連付
ける属性値は、次のようになります。
･「関連付けられたジョブフロー」は
「なし」になります。
･「ジョブフローを自動で実行する」の
チェックは「オフ」になります。
よ ろ し い で す か？
「いいえ」をクリックすると、Device
Setup を終了します。」

ジョブフローに識別子がないので、親
展ボックスとジョブフローの関連付
け情報を、新しいバージョンの Device
Setup に引き継げません。

CentreWare Easy Admin 2.0.0 /2.0.1
で作成したジョブフローには、識別子
がありません。
「はい」を選択し、 Dev ice Setup を起
動したあと、再度機器から属性値を取
得してください。その後、ジョブフ
ローエディターから、識別子がない
ジョブフローを開いて保存すると、識
別子が設定されます。
次に、リストビューで親展ボックスを
ダブルクリックして、［親展ボックス
の編集 / 表示］ダイアログボックスを
開きます。［関連付けられたジョブフ
ロー］で、ジョブフローを選択してく
ださい。

トラブル内容 原因 対処方法

機器を追加するために検索しても、機
器がネットワーク上で見つかりませ
ん。

機器が Device Setup に対応していま
せん。

Device Setup の各サービスに対応し
ていない機種は、そのサービスに追加
できません。
対応機種については、Readme.txt を
参照してください。
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機器から属性値を取得・設定できない

機器を追加するために検索しても、機
器がネットワーク上で見つかりませ
ん。

機器が Device Setup をインストール
した PC とは別のサブネットにありま
す。

機器が別のサブネットにある場合は、
機器を検索する時にサブネットアド
レスを指定する必要があります。［機
器の追加－検索条件の設定］ダイアロ
グボックスで［検索条件］をクリック
して、検索するサブネットアドレスを
指定してから、再度機器を検索してく
ださい。

「ネットワーク内の機器を検索
して登録する」（P.32）の手順 ４

機器の設定が正しくありません。 機器のネットワークの設定を確認し
てください。

「機器と通信するために必要な
設定」（P.19）

機器の電源が入っていません。 機器の電源を入れて 2 分ほど待って
から、再度機器を検索してください。
お使いになる機器の構成によっては、
2 分以上時間がかかる場合がありま
す。

検索するサブネットアドレスを指定
して検索しても、機器がネットワーク
上で見つかりません。

ネットワーク機器の設定によって、機
器検索で使用する通信が禁止されて
います。

別のサブネットへのブロードキャス
ト通信を許可するか、機器の検索を使
用せず 1台ずつ登録してください。

トラブル内容 原因 対処方法

属性値を取得・設定しようとすると、
エラーメッセージが表示されます。

機器の機械管理者 ID、またはパスワー
ドと、 Device Setup 側の設定が一致
していません。

機器側で、機器の機械管理者 ID やパ
スワードが変更されている可能性が
あります。［編集］メニューの［機器
との通信設定］を選択して表示される
［機器との通信設定］ダイアログボッ
クスで、 Device Setup で指定してい
る機械管理者 ID とパスワードを、機
器側の設定に合わせてください。

「機器との通信方法を設定す
る」（P.37）

トラブル内容 原因 対処方法
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属性値を取得・設定しようとすると、
エラーメッセージが表示されます。

Device Setup で設定した機種名、ま
たはソフトウェアバージョンが、実際
の機器と異なります。

Device Setup で、属性値を取得・設
定する機器を選択します。［編集］メ
ニューから、［機器の機器別情報の変
更］を選択すると表示される［機器の
識別情報の変更］ダイアログボックス
で、正しい機種名とソフトウェアバー
ジョンを設定してください。
機種のソフトウェアバージョンは、機
器の操作パネルで確認できます。［機
械状態］画面で［機械情報］を選択し、
［ソフトウェアバージョン］を確認し
てください。または機器の「機能設定
リスト」を出力して確認することもで
きます。

機器の設定が正しくありません。 機器のネットワークの設定を確認し
てください。

「機器と通信するために必要な
設定」（P.19）

機器が処理中です。 機器の処理が終了してから、再度操作
してください。

機器の電源が入っていません。 機器の電源を入れて 2 分ほど待って
から、再度操作してください。お使い
になる機器の構成によっては、2 分以
上時間がかかる場合があります。

機器から属性値を取得したときに設
定されていた秘密情報の暗号化キー
と、現在機器に設定されているキーが
異なります。秘密情報の暗号化キーが
変更された可能性があります。

機器に設定されている秘密情報の暗
号化キーを、変更前のキーに戻してく
ださい。

「秘密情報の暗号化キーを変更
する」（P.154）

Device Setup から機器に属性値を設
定、または削除をしたときに、機器の
操作パネルに、次の趣旨のメッセージ
が表示され、機器を再起動する以外の
操作ができなくなりました。
「外部機器からの操作で登録データが
更新されたため、現在の設定をリセッ
トする必要があります」

機器の操作パネルが使用中です。 機器を再起動してください。Device
Setup から機器に属性値を設定した
り、削除したりする場合は、機器の操
作パネルを使用していないときに操
作してください。

トラブル内容 原因 対処方法
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基本情報サービスのトラブル

アクセス制限情報サービスのトラブル

基本情報以外（宛先表など）の情報が
取得できない。

Device Setup、または機器側の設定が
正しくありません。

Device Setup で情報が取得できない
場合は、次のことを確認してくださ
い。
･ Device Setupとの通信に必要なポー
ト（［SNMP］ポートの［UDP］、
［SOAP］ポート、［インターネット
サービス］ポート）が機器側で起動
していること
･ Device Setupに、機器側と同じ機械
管理者 ID とパスワードが設定され
ていること
･ Device Setup に、機器側と同じ

SMNP/SOAPのポート番号が設定さ
れていること
･ Device Setup に、機器側と同じ

SMNP v1/v2 のコミュニティー名、
または SNMP v3 の設定がされてい
ること
･ Device Setupを使用している PCに
インストールされているセキュリ
ティーソフトのファイヤーウォール
設定で、デバイス設定ツールで使用
しているポートがブロックされてな
いこと

トラブル内容 原因 対処方法

［その他の詳細な設定］が開きません。 機器の「インターネットサービス
（HTTP）」ポートが起動していません。

機器側で、「インターネットサービス
（ HTTP）ポート」を起動していること
を確認してください。ポートの起動方
法については、機器のマニュアルを参
照してください。

トラブル内容 原因 対処方法

［ユーザー情報一覧］に、ユーザーを
追加できません。

機器の認証 / 集計情報の設定が正しく
ありません。

認証・集計機能を使うには、［認証 /集
計情報の設定］ダイアログボックス
で、認証・集計の運用を行う設定にし
てください。

「機器に認証 / 集計情報を設定
する」（P.108）

NVM（機器の不揮発性メモリー）に保
存できるユーザー数を超えています。

機器の認証形式が［ネット認証］、［認
証しない / ネット集計］、または［本体
認証 / ネット集計］の場合、［認証 /集
計情報の設定］ダイアログボックス
で、［認証情報の保存先］を［ハード
ディスク］に変更してください。

トラブル内容 原因 対処方法
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親展ボックスサービスのトラブル

［ユーザー情報 / 利用制限情報の読み
込み］メニューがグレーアウトになっ
ているので、一括設定ファイルを
Device Setup に読み込めません。

機器の認証 / 集計情報の設定が正しく
ありません。

一括作成ファイルを Device Setup に
読み込む場合は、機器の認証形式が
［本体認証］、［本体認証 / ネット集計］、
［ネット認証］、［本体認証 / ネット集
計］、または［認証しない / ネット集
計］に設定されている必要がありま
す。
機器を選択した状態で、［サービス］メ
ニューの［認証 / 集計情報の設定］を
選択して、設定してください。

「機器に認証 / 集計情報を設定
する」（P.108）

［ユーザー情報 / 利用制限情報の読み
込み］で一括設定ファイルを読み込む
と、次のエラーが表示されます。「無
効な属性がユーザー情報 / 利用制限
ファイルに指定されています。」

機器の認証 / 集計情報の設定が正しく
ありません。

「Device Setup入力ツール－ユーザー
情報・利用制限用 .xls」のシートから
作成した一括作成ファイルを Device
Setup に読み込む場合、機器の認証形
式もシートの形式に合わせて、［本体
認証］、［本体認証 / 本体集計］、［ネッ
ト認証］、［本体認証 / ネット集計］、ま
たは［認証しない / ネット集計］に設
定する必要があります。
機器を選択した状態で、［サービス］メ
ニューの［認証 / 集計情報の設定］を
選択して、設定してください。

「機器に認証 / 集計情報を設定
する」（P.108）

アクセス制限の設定を有効にして機
器に設定したら、機器へのアクセスが
どこからもできなくなりました。

受付 IP アドレスが機器に設定されて
いません。

機器の操作パネルで、アクセス制限の
設定を無効にしてください。なお、受
付 IP アドレス制限を有効にする前に、
必ず受付 IP アドレスを追加してくだ
さい。受付 IP アドレスがない状態で受
付 IP アドレス制限を有効にすると、
TCP/IP を使った機器へのアクセスが
どこからもできなくなります。

トラブル内容 原因 対処方法

ジョブフローを親展ボックスに関連
付けられません。

ジョブフローが正しく指定されてい
ません。

リストビューでジョブフローを関連
付ける親展ボックスをダブルクリッ
クします。［親展ボックスの編集 / 表
示］ダイアログボックスの、［関連付
けられたジョブフロー］で、ジョブフ
ローを選択してください。

「親展ボックスを設定する」
（P.140）

トラブル内容 原因 対処方法
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宛先表 / アドレス帳サービスのトラブル

ジョブフローサービスのトラブル

ジョブフローを親展ボックスに関連
付けられません。

親展ボックスから始まるジョブフ
ローが存在しません。

ジョブフローサービスで、親展ボック
スから始まるジョブフローを作成し
てください。

「親展ボックスから始まるジョ
ブフローを作成する」（P.134）

Easy Admin 2.0.0/2.0.1 で作成した
ジョブフローなので、識別子がありま
せん。

Easy Admin 2.0.0/ 2.0.1 で作成した
ジョブフローには識別子がありませ
ん。そのため、 Device Setup にバー
ジョンアップしたときに、ジョブフ
ローと親展ボックスとの関連付け情
報はなくなりました。
この場合は、ジョブフローエディター
でジョブフローを開いて、保存し直し
てください。
次に、［親展ボックスの編集 / 表示］ダ
イアログボックスでジョブフローを
関連付けてください。

トラブル内容 原因 対処方法

宛先表 / アドレス帳サービスで、機器
への登録に失敗します。

宛先表 / アドレス帳拡張キットが機器
に装着されていない状態で、登録可能
な件数以上の宛先を登録しようとし
ています。

宛先表 / アドレス帳拡張キットを購入
してください。
機器に登録可能な件数については、機
器のマニュアルを参照してください。

トラブル内容 原因 対処方法

作成したジョブフローが、機器の操作
パネルに表示されません。

スキャンから始まるジョブフローが
ありません。

ジョブフローサービスで、スキャンか
ら始まるジョブフローを作成してく
ださい。親展ボックスから始まるジョ
ブフローは、機器の操作パネルには表
示されません。

「スキャンから始まるジョブフ
ローを作成する」（P.124）

機器で認証機能を使用しているが、
ジョブフローの所有者以外のユー
ザーで機器にログインしています。

ジョブフローの所有者で、機器にログ
インしてください。

ジョブフローを実行するたびに、機器
の操作パネルでパスワード、または暗
証番号の入力を要求されます。
またジョブフローを親展ボックスに
関連付けて自動実行するジョブフ
ローの場合は、処理が失敗します。

パスワード、または暗証番号を、操作
パネルに表示する設定にしています。

ジョブフローエディターの［詳細］タ
ブで、パスワードの［パネル表示］を
［しない］に設定してください。
パスワード、または暗証番号を操作パ
ネルに表示する場合、ジョブフローに
あらかじめ設定されているパスワー
ドは無効になります。

トラブル内容 原因 対処方法
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設定情報ファイルに書き出された
ジョブフローを Device Setup に取り
込もうとすると、エラーメッセージが
表示されます。

ジョブフローに互換性がありません。 ジョブフローの互換性がない機種か
ら書き出されたジョブフローは、取り
込めません。
ApeosPortの機種からDocuCentreの
機種への互換性はありません。
ヘルプの「ジョブフローの互換性につ
いて」を参照してください。

ファイルから読み込んだジョブフ
ローを実行すると、処理に失敗しま
す。

ジョブフローにパスワード情報が設
定されていません。

Device Setup からジョブフローを
ファイルに書き出すと、次のパスワー
ド情報が削除されます。また、その
ファイルを読み込んで、機器に設定す
ると、ジョブフローが動作しなくなり
ます。
･ ファクス / 親展ボックスの暗証番号

/ パスワード
･ 転送先 / 送信先のパスワードジョブ
フローのファイルを読み込んでか
ら、ジョブフローエディターで開き、
パスワードや暗証番号を必要とする
機能アイテムが含まれているか確認
し て く だ さ い。
パスワードや暗証番号が必要な場合
は、ジョブフローエディターで設定
してください。

［ジョブフローの複数一括設定］がグ
レーアウトになっているので、差し込
み情報ファイルを Device Setup に読
み込めません。

機器が［ジョブフローの複数一括設
定］機能に対応していません。
ジョブフローを一括作成できる機種
については、Readme.txt を参照して
ください。

［ジョブフローの複数一括設定］機能
に対応していない機種でジョブフ
ローを作成する場合は、ジョブフロー
エディターで１つずつ作成してくだ
さい。
または、ジョブフローを作成してか
ら、それを必要な数だけコピーしたあ
と、1 つずつジョブフローエディター
で属性を編集してください。

「ジョブフローを作成する」
（P.128）

異なる機種にジョブフローをコピー /
貼り付けしたいのですが、メニューか
ら選択できません。

ジョブフローに互換性がありません。 ジョブフローの互換性がない機種に
は、ジョブフローをコピー / 貼り付け
できません。
ApeosPortの機種からDocuCentreの
機種への互換性はありません。
ヘルプの「ジョブフローの互換性につ
いて」を参照してください。

トラブル内容 原因 対処方法
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機器から、ファイル転送を含むジョブ
フローを実行すると、エラーになりま
す。

ジョブフローの内容に誤りがありま
す。または、転送先の設定に問題があ
ります。

機器のジョブ確認画面に表示される
エラーコードの内容を、機器のマニュ
アルで確認してください。ここでは、
表示されることが多いエラーコード
の例を紹介します。
エラーコード：016-782
転送先の「ログイン名」や「パスワー
ド」が間違っている可能性がありま
す。

SMB 転送の場合
「共有名、ユーザー名、コン
ピューター名を確認する」
（P.126）
「ジョブフローを作成する」
（P.128）の手順 8の（4）と（5）
FTP 転送の場合
「FTP サーバーを準備する」
（P.135）
「ジョブフローを作成する」
（P.136）手順 7の（4）と（5）

エラーコード：016-784
･  SMB 転送の場合
共有フォルダーのアクセス許可の設
定で、［変更］の［許可］にチェック
が入ってないか、［拒否］の項目に
チェックが入っている可能性があり
ます。デフォルトでは読み取りの権
限しかありません。そのため、機器
側から共有フォルダーへの書き込み
ができません。共有フォルダーに、
変更の権限を設定してください。
･  FTP 転送の場合
ファイルの格納先ディレクトリーの
アクセス権が正しく設定されていな
い可能性があります。格納先ディレ
クトリーにログインするユーザー
に、［書き込み］のアクセス権を設定
してください。

「FTP サーバーを準備する」
（P.135）

トラブル内容 原因 対処方法
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集計データ分析サービスのトラブル

機器から、ファイル転送を含むジョブ
フローを実行すると、エラーになりま
す。

転送先のコンピューター名、および
DNS ホスト名を、名前解決できませ
ん。

ジョブフローに設定されている転送
先のコンピューター名、および DNS
ホスト名を IP アドレスに置き換えて
ください。
例：「¥¥ m y p c 0 1 s a m p l e 」⇒
¥¥192.168.110.154¥sample」
このとき、 IPアドレスは半角数字で入
力します。

SMB 転送の場合
「ジョブフローを作成する」
（P.128）の手順 8 の（2）
FTP 転送の場合
「ジョブフローを作成する」
（P.136）の手順 7 の（2）

上記の対処をしたあとも解決しない
場合は、機器と転送先との通信が可能
かどうか、ネットワーク管理者にお問
い合わせください。

機器から、メールやインターネット
ファクスを含むジョブフローを実行
するとエラーになります。

メールやインターネットファクスを
使うための設定が正しくありません。

機器の設定を確認してください。

「メール / インターネットファ
クス /ファイル転送を実行する
ために必要な設定」（P.19）

ジョブフローで送信したメールが届
きません。（リターンメールが返され
ます。）

･ 指定したメールアドレスが存在しま
せん。
･ 送信時、または受信側のメールデー
タサイズの上限を超えています。
･ 送信メールサーバー（SMTP サー
バー）になんらかの問題が発生して
います。

ジョブフローに正しいアドレスを設
定しているか確認してください。機器
側でメール送信の上限データサイズ
を変更するか、スキャンの解像度を下
げてください。
上記の対処をしたあとも解決しない
場合は、ネットワーク管理者にお問い
合わせください。

トラブル内容 原因 対処方法

集計データを収集しようとすると、次
のエラーが表示されます。
「集計データの収集をできませんでし
た。詳細は動作ログファイルを参照し
てください。動作ログファイルについ
ては、ヘルプを参照してください。」

機器の設定が正しくありません。 機器のネットワークの設定を確認し
てください。

「機器と通信するために必要な
設定」（P.19）

機器が処理中です。 機器の処理が終わるのを待ってから、
再度操作を実行してください。

機器の電源が入っていません。 機器の電源を入れて、しばらく待って
から再度操作をしてください。

Device Setupをインストールした PC
の、ハードディスクの空き容量が不足
しています。

PC のハードディスクの空き容量を増
やしてください。

トラブル内容 原因 対処方法
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集計データを収集しようとすると、次
のエラーが表示されます。
「集計データの収集をできませんでし
た。詳細は動作ログファイルを参照し
てください。動作ログファイルについ
ては、ヘルプを参照してください。」

Device Setup をインストールした
フォルダー「（デフォルトは、（シス
テムフォルダーのあるドライブ）: 
¥Program Files 
(x86)¥FUJIFILM¥Device 
Setup¥Data 
Files¥Plugin¥DeviceAnalysisJob」以
下のフォルダーやファイルに、書き
込み権がありません。

左記のフォルダーやファイルに、書き
込み権を設定してください。

トラブル内容 原因 対処方法
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用語集
•Account ID

ネット認証 / 集計のときに有効になる、ユー
ザーの属性です。プロジェクトコードや部門
コードなどを設定します。Ap eo sWa re
Management Suiteを利用すると、Account
ID ごとの集計や機器の利用制限ができるよ
うになります。

•Administrators グループ
Microsoft Windows において、すべての操作
に対して権限を持つ管理者グループです。

•ApeosWare Management Suite
富士フイルムビジネスイノベーションが提供
する複合機、プリンターから、各種の出力管
理ログを取得して、ドキュメントボリューム
の管理、分析を行うソフトウェアです。

•Device Setup 入力ツール
Device Setup で親展ボックス、アクセス制限
情報、宛先表 / アドレス帳、およびジョブフ
ローを一括作成するために必要な設定ファイ
ルを作成するツールです。

•FTP
TCP/IP を利用して、ある機器から別の機器に
ファイル転送するためのプロトコルです。

•Internet Services
富士フイルムビジネスイノベーションが提供
するサービスです。TCP/IP 環境が利用できる
場合に、Web ブラウザーを介して、機器の状
態やジョブ状態の表示、設定の変更ができま
す。

•IPv4 アドレス（IPv4 形式の IP アドレス）
32 ビットの IP アドレスです。8 ビットごと
にドットで区切り、各 8 ビットを 0 ～ 255 の
10進数で表します。

•IPv6 アドレス（IPv6 形式の IP アドレス）
128 ビットの IP アドレスです。16 ビットご
とにコロンで区切り、各 16 ビットを 4 桁の
16 進数で表します。

•IP ファクス（SIP）
インターネットまたは電話回線を経由し、SIP
プロトコルを使用して送受信を行うファクス
です。宛先の指定には電話番号、または
SIPURI（例 :1111@example.com）を使用
します。

•NVM（NV メモリー）
電源を切っても機器の設定内容を保持してお
くことができる、不揮発性のメモリーです。

•POP
「Post Office Protocol」の略です。メールを
保存しているサーバーから、メールを受信す
るためのプロトコルです。電子メールの受信
で広く使用されています。

•SMB
Windows 間のネットワーク上で、ファイル
やプリンターの共有などに使われるプロトコ
ルです。

•SMTP
「Simple Mail Transfer Protocol」の略です。
メールのサーバーから受け取った送信メール
を、送信先のメールサーバーへ転送するため
のプロトコルです。電子メールの送信で一般
的に使用されています。

•SOAP
「Simple Object Access Protocol」の略です。
XML をベースとして、ネットワーク経由でオ
ブジェクト（一般的なコンピューターのデー
タやサービスなど）間の通信に使用されるプ
ロトコルです。

•SSL
ネットワーク上でデータを暗号化するため
に、Netscape 社が開発したセキュリティー
機能です。

•User ID
機器のユーザーを識別するための ID です。

•アクセス制限
ユーザーごとに機器に認証・集計の設定をす
ることです。また、機器にアクセスする PC
やメールアドレスを制限したりできます。
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•宛先表
短縮 / 登録番号と、宛先を保存した情報です。

•アドレス帳
宛先に属性を設定して保存した情報です。

•一括作成ファイル
Device Setup で親展ボックス、宛先表 / アド
レス帳、アクセス制限情報などを一括作成す
るときに使用する、Device Setup 入力ツール
が書き出すファイルです。拡張子は、「mb3」
～「mb10」です。

•インターネットファクス
一般のファクス通信のように電話回線（公衆
回線や ISDN 回線）を経由しないで、企業内
のネットワークやインターネットを経由し
て、メール（TIFF の添付文書）として送受信
できるファクスです。

•受付 IP アドレス
アクセス制限機能によって機器での受信を許
可する、発信元の IP アドレスです。

•外部認証
認証サーバーに登録したユーザー情報を使っ
て、ユーザーを認証することです。Device
Setup、機器の操作パネル、および Internet
Servicesからは、ユーザー情報を管理できま
せん。

•コメント
インターネットファクスの送信シートに使用
します。

•コンテキストメニュー
ツリービューでサービスにポインターを合わ
せ、マウスの右ボタンをクリックすると、表
示されるメニューです。

•サービス
Device Setup から提供される、機器の管理機
能を持つプラグインモジュールです。

•差し込み情報ファイル
Device Setup 入力ツールで、ジョブフローを
一括作成するために書き出したファイルで
す。拡張子は「mb2」（Device Setup 独自の
フォーマット）です。

•時刻サーバー（NTP サーバー）
GPS や原子時計などからネットワークを介して
正しい時刻を得て、内部時計を正しく調整して
いるサーバーのことです。NTP プロトコルで接
続できる時刻サーバーがあれば、Device Setup
からそれを参照して、時刻を合わせられます。

•集計
機器の各機能の利用状況を、ユーザーごとに
管理する機能です。

•集計データ
機器の稼動状態を集計したデータです。集計
する項目には、印刷総ページ数、ファクスと
インターネットファクスの送受信面数、ス
キャン回数、プリントとコピーの枚数などが
あります。

•受信許可ドメイン
アクセス制限機能によって機器での受信を許
可または拒否する、メール発信元のドメイン
です。

•ジョブフロー
スキャン、プリント、メール送信、ファクス
送信などの、機器で行う処理（ジョブ）の流
れを記述した情報です。

•親展ボックス
スキャン文書やファクス受信文書を保管する
ために、機器に備えられた蓄積領域です。

•親展ボックス番号
スキャン文書やファクス受信文書を保管する
親展ボックスに、割り振られた番号です。

•設定情報ファイル
Device Setup で動作するサービス（親展ボッ
クス、宛先表/ アドレス帳など）の属性や、登録
した機器を保存するファイルです。情報は
サービスごとに保存されます。拡張子は
「mb1」（Device Setup 独自のフォーマット）
です。

•属性
機器が持つ情報です。具体的には、機器の設
定情報（起動しているポートや管理者情報な
ど）や登録情報（ユーザー、親展ボックス、
宛先表 / アドレス帳、ジョブフローなど）が
あります。
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•ツリービュー
Device Setup ウィンドウの左側の領域です。
Device Setup のサービス、サービスが管理す
る機器や、機器の属性を、ツリー形式で表示
します。ツリービューの最上位は［Device
Setup］です。［+］［-］をクリックして、ツ
リーの展開と折りたたみができます。

•名前解決
ネットワーク上でコンピューターや機器に割
り当てられているコンピューター名やホスト
名などの名前から、IP アドレスを割り出すこ
とです。

•認証
機器を利用できるユーザーを制限する機能で
す。機器を使用するときに、User ID とパス
ワード、または User ID の入力が必要になり
ます。

•ネット集計
ユーザーごとの累積ページの確認などを、
ApeosWare Management Suite で行うこと
です。Device Setup、機器の操作パネル、お
よび Internet Services からは、集計結果を確
認できません。

•秘密情報の暗号化キー
機器によっては、宛先表 / アドレス帳や親展
ボックスなどのパスワードを Device Setup
で取得できます。パスワードは暗号化されて
取得されます。この暗号化に使用するキーで
す。

•プロトコル
通信の手段などを定めた規格のことです。送
信側と受信側で同じプロトコルを利用しない
と通信できません。

•ボックスセレクター
受信したファクスの文書を、相手の電話番号、
自局の受信電話番号、リモート ID、または受
信した回線ごとに親展ボックスに振り分ける
サービスです。

•本体集計
ユーザーごとの累積ページの確認などを、機
器で行うことです。Device Setup、機器の操
作パネル、および Internet Services から、集
計結果を確認できます。

•本体認証
機器に登録したユーザー情報を使って、ユー
ザーを認証することです。Dev iceSetup、機
器の操作パネル、および Internet Sevices か
ら、ユーザー情報を管理できます。

•リストビュー
Device Setup ウィンドウの右側の領域です。
Device Setupが管理する機器や、機器の属性
を、リスト形式で表示します。
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